
荘
鴻
湘
「
中
国
の
過
渡
期
に
わ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
客
観
的
経
済
法
則
に
関
す
る
若
干
の
意
見
」

武
　
　
藤

守

　
荘
鴻
湘
氏
の
論
文
「
中
国
の
過
渡
期
に
お
け
る
客
観
的
経
済
法
則
に
　
　
　
を
進
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
王
学
文
氏
と
魯
南
氏
を
批
判
の

関
す
る
若
干
の
意
見
」
は
「
経
済
研
究
」
の
「
中
国
の
過
渡
期
に
お
け
　
　
　
対
象
と
し
、
こ
こ
で
は
個
人
経
済
の
基
本
的
経
済
法
則
は
存
在
し
な
い

る
経
済
問
題
に
関
す
る
討
論
特
集
号
」
（
一
九
五
六
年
六
月
刊
）
の
一
篇
　
　
　
こ
と
を
証
明
し
、
第
二
に
、
劉
丹
岩
氏
と
許
樵
新
氏
を
批
判
の
対
象
と

で
あ
る
。
氏
は
王
学
文
氏
（
一
．
申
国
新
民
主
主
義
の
い
く
つ
か
の
経
済
法
　
　
　
し
、
こ
こ
で
は
過
渡
期
に
は
独
自
の
基
本
的
経
済
法
則
は
存
在
し
な
い

則
Ｌ
「
新
建
設
」
一
九
五
三
年
十
月
号
。
「
申
国
の
過
渡
期
に
お
け
る
　
　
　
こ
と
を
証
明
し
、
第
三
に
、
蘇
星
氏
と
徐
禾
氏
を
批
判
の
対
象
と
し
、

経
済
法
則
の
若
干
問
題
に
っ
い
て
」
　
「
新
建
設
」
一
九
五
四
年
十
二
月
　
　
　
こ
こ
で
は
半
杜
会
主
義
的
合
作
経
済
の
基
本
的
経
済
法
則
は
存
在
し
な

号
。
同
上
、
一
九
五
五
年
二
月
号
。
「
学
習
」
一
九
五
四
年
十
一
期
）
、
　
　
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
最
後
に
結
論
と
し
て
、
以
上
の
人
々
が
誤

劉
丹
岩
氏
（
「
学
習
」
　
「
中
国
の
遇
渡
期
に
お
げ
る
経
済
法
則
問
題
に
　
　
　
謬
に
陥
っ
た
の
は
基
本
的
経
済
法
則
の
概
念
規
定
が
不
明
確
で
あ
る
か

関
す
る
特
集
」
一
九
五
四
年
十
一
月
）
、
程
卓
如
氏
（
「
学
習
」
「
申
国
の
　
　
　
ら
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
明
確
に
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。
以
下
は
そ

過
渡
期
に
お
け
る
経
済
法
則
問
題
に
関
す
る
特
集
」
一
九
五
四
年
十
一
　
　
　
の
全
訳
で
あ
る
が
、
各
節
の
見
出
し
は
訳
老
の
勝
手
に
つ
け
た
も
の
で

月
）
、
徐
禾
氏
（
「
申
国
の
過
渡
期
に
お
げ
る
経
済
領
域
内
の
基
本
的
経
　
　
　
あ
る
。

済
法
則
の
間
題
に
っ
い
て
」
「
学
習
」
一
九
五
四
年
、
第
九
期
）
、
蘇
星
　
　
　
　
経
済
法
則
は
人
間
の
意
見
に
よ
っ
て
は
転
化
し
な
い
と
こ
ろ
の
、
杜

氏
、
李
成
躁
氏
、
許
樵
新
氏
、
魯
南
氏
等
を
批
判
の
対
象
と
し
て
論
述
　
　
　
会
経
済
的
運
動
の
客
観
的
過
程
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

　
　
　
荘
鴻
湘
「
申
国
の
過
渡
期
に
お
け
る
客
観
的
経
済
法
則
に
関
す
る
若
干
の
意
見
」
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
一
八
九
　
（
八
九
五
）

Ｌ
　
　
’
’
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に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
中
で
、
言
葉
の
上
で
は
誰
一
人
と
し
て
ま

だ
否
認
し
た
も
の
は
な
い
。
し
か
し
ひ
と
た
び
具
体
的
分
析
を
実
際
に

行
う
時
に
は
、
逆
に
少
な
か
ら
ぬ
同
志
た
ち
が
法
則
の
客
観
性
を
全
く

忘
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
各
種
各
様
の
不
正
確
な
論
説
が

「
限
り
な
く
出
て
」
来
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
わ
が
国
の

過
渡
期
に
お
け
る
経
済
法
則
の
問
題
に
つ
い
て
正
確
か
認
識
が
要
求
さ

れ
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
も
具
体
的
に
法
則
の
客
観
性
を
考
察
す
る
こ

と
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
わ
た
く
し
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
若

干
の
意
見
を
提
出
し
、
諾
氏
と
と
も
に
研
究
し
よ
う
と
思
う
。

、
問
題
の
所
在
点

　
今
回
、
わ
が
国
の
過
渡
期
に
お
け
る
経
済
法
則
の
問
題
に
つ
い
て
の

討
論
の
中
で
、
王
学
文
・
魯
南
・
劉
丹
岩
等
の
同
志
は
相
前
愉
し
て
続

々
と
各
種
各
様
の
「
経
済
法
則
」
を
「
論
述
」
し
、
眼
も
く
ら
む
ば
か

り
の
盛
観
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
上
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
彼
等
が
主

観
的
に
臆
測
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
人
類
杜
会
の
ど
こ
に
こ

れ
ら
の
「
法
則
」
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
真
に
客
観
的
に
わ
が
国
の
過

渡
期
の
経
済
領
域
に
作
用
す
る
も
の
は
、
一
切
の
杜
会
に
共
通
な
経
済

法
則
す
な
わ
ち
生
産
関
係
は
必
ず
生
産
力
の
性
質
に
適
合
し
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
〇
　
（
八
九
六
）

な
ら
な
い
と
い
う
法
則
を
除
い
て
、
た
だ
次
の
よ
う
な
三
つ
の
経
済
法

則
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

　
第
一
は
杜
会
主
義
の
経
済
法
則
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
は
杜
会
主
義

の
一
切
の
主
要
な
面
と
主
要
な
過
程
を
決
定
す
る
と
こ
ろ
の
杜
会
主
義

の
基
本
的
経
済
法
則
、
お
よ
び
杜
会
主
義
の
或
る
個
別
的
過
程
と
個
別

的
面
を
決
定
す
る
と
こ
ろ
の
、
国
民
経
済
の
計
画
的
（
比
例
的
）
発
展

の
法
則
と
労
働
に
応
じ
て
報
酬
を
取
得
す
る
と
い
う
分
配
法
則
な
ど
が

合
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
経
済
法
則
は
杜
会
主
義
経
済
で
は
直
接
的
か
つ

完
全
に
作
用
し
、
半
杜
会
主
義
経
済
で
は
不
完
全
に
し
か
作
用
し
な
い
。

こ
の
外
、
杜
会
主
義
経
済
成
分
は
現
在
の
中
国
の
杜
会
経
済
で
は
指
導

的
成
分
で
あ
る
が
故
に
、
こ
の
経
済
法
則
は
中
国
の
全
国
民
経
済
に
お

い
て
指
導
的
な
作
用
を
な
し
、
各
種
の
非
杜
会
主
義
経
済
成
分
に
対
し

て
は
、
連
系
の
形
式
と
程
度
の
異
な
る
に
つ
れ
て
、
間
接
的
に
異
っ
た

程
度
の
作
用
と
影
響
を
与
え
る
。
遇
渡
期
の
終
末
に
な
っ
て
、
す
な
わ

ち
基
本
的
に
杜
会
主
義
的
な
生
産
手
段
の
所
有
制
が
わ
が
国
唯
一
の
経

済
的
基
礎
と
な
っ
た
時
、
こ
の
経
済
法
則
は
わ
が
国
の
唯
一
の
経
済
法

則
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
は
資
本
主
義
の
経
済
法
則
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
は
資
本
主
義

の
基
本
的
経
済
法
則
の
概
念
に
最
も
適
合
し
た
と
こ
ろ
の
剰
余
価
値
法

’

，



’

則
お
よ
ぴ
競
争
と
無
政
府
的
生
産
の
法
則
な
ど
が
合
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
　
　
　
主
義
経
済
成
分
の
発
展
に
っ
れ
て
、
価
値
法
則
は
漸
次
資
本
主
義
経
済

の
経
済
法
則
は
資
本
主
義
経
済
と
い
う
条
件
の
下
で
作
用
し
、
同
時
に
　
　
　
法
則
の
影
響
か
ら
解
放
さ
れ
、
漸
次
進
ん
で
遂
に
は
完
全
に
杜
会
主
義

個
人
経
済
に
対
し
て
も
影
響
を
与
え
、
さ
ら
に
半
杜
会
主
義
的
性
質
の
　
　
経
済
法
則
の
影
響
下
に
置
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

経
済
に
お
い
て
も
程
度
は
異
る
が
影
響
を
残
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
資
　
　
　
　
わ
が
国
の
過
渡
期
経
済
に
お
い
て
作
用
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の

本
主
義
経
済
は
今
日
の
中
国
に
お
い
て
は
す
で
に
被
指
導
的
地
位
に
立
　
　
　
は
、
こ
の
よ
う
に
す
で
に
幾
多
の
革
命
の
指
導
者
た
ち
が
明
確
に
關
明

っ
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
な
制
限
を
受
け
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
制
限
は
杜
　
　
　
し
た
と
こ
ろ
の
、
い
く
っ
か
の
経
済
法
則
で
あ
る
。
そ
れ
ら
相
互
間
の

会
主
義
経
済
の
増
大
と
労
働
者
階
級
の
指
導
の
強
化
に
っ
れ
て
益
々
厳
　
　
　
連
系
と
闘
争
（
対
立
と
排
斥
の
地
位
に
あ
る
の
は
杜
会
主
義
経
済
法
則

し
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
は
資
本
主
義
経
済
が
消
滅
さ
せ
ら
れ
る
　
　
　
と
資
本
主
義
経
済
法
則
の
二
っ
だ
け
で
あ
る
）
、
指
導
に
従
属
、
変
化

に
つ
れ
て
歴
史
の
舞
台
か
ら
退
出
す
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
交
替
の
加
然
浴
お
よ
ぴ
変
化
と
交
替
過
程
の
進
行
速
度
は
、
い
ず
れ

　
第
三
の
経
済
法
則
は
商
品
生
産
と
い
う
条
件
の
下
に
お
け
る
価
値
法
　
　
　
も
生
産
関
係
は
必
ず
生
産
力
の
性
質
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

則
で
あ
る
。
商
品
生
産
の
あ
る
所
で
は
ど
こ
で
も
、
そ
れ
が
作
用
し
つ
　
　
　
い
う
法
則
に
よ
っ
て
於
赴
さ
れ
る
の
で
あ
る
・
た
だ
わ
れ
わ
れ
は
正
確

つ
あ
る
。
過
渡
期
の
初
期
に
お
い
て
は
大
量
的
に
存
在
し
、
そ
れ
以
後
　
　
　
に
こ
れ
ら
の
い
く
つ
か
の
経
済
法
則
の
性
質
と
作
用
を
認
織
し
・
国
家

漸
次
減
少
す
る
と
こ
ろ
の
個
人
経
済
は
、
小
商
品
経
済
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
政
治
権
力
を
通
じ
て
、
控
制
と
制
隈
と
を
そ
れ
ぞ
れ
運
用
す
る
こ
と

完
全
に
そ
の
支
配
を
受
け
る
。
し
か
し
個
人
経
済
に
お
い
て
は
何
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
っ
て
の
み
、
順
調
に
、
わ
が
国
の
複
合
経
済
を
唯
一
の
杜
会
主
義

自
己
発
展
の
前
途
が
な
い
か
ら
、
そ
の
発
展
は
必
然
的
に
自
己
を
否
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
に
改
変
し
、
過
渡
期
の
歴
史
的
任
務
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
目
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
資
本
主
義
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
あ
る
。
一
面
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
別
に
新
し
い
法
則
を
創
造

と
な
る
か
、
或
い
は
杜
会
主
義
経
済
と
な
る
か
に
よ
っ
て
、
価
値
法
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
こ
と
に
本
来
苦
労
し
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
他
面
に
お
い

も
ま
た
資
本
主
義
経
済
渋
則
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
か
、
或
い
は
杜
会
　
　
て
、
こ
れ
ら
の
経
済
法
則
の
作
用
を
誇
大
視
し
た
り
或
は
過
少
視
し
た

主
義
経
済
法
則
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
杜
会
　
　
　
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
く
し
て
、
こ
の
度
の
討
論
に
参
加
し
た

　
　
荘
鴻
湘
「
申
国
の
過
渡
期
に
お
け
る
客
観
的
経
済
法
則
に
関
す
る
若
干
の
意
見
」
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
一
九
一
　
（
八
九
七
）
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次
の
よ
う
な
各
種
の
意
見
は
、
い
ず
れ
も
不
正
確
で
あ
る
か
或
は
不
完

全
で
あ
る
と
私
は
老
え
る
の
で
あ
る
。

　
一
、
王
学
文
同
志
の
、
わ
が
国
の
新
民
主
主
義
段
階
の
杜
会
に
は
五

つ
の
「
主
要
経
済
法
則
」
が
あ
る
と
す
る
論
説
、
お
よ
び
そ
れ
と
同
類

で
あ
る
魯
南
同
志
の
「
個
人
経
済
の
基
本
的
経
済
法
則
」
と
い
う
「
表

現
」
。

　
二
、
蘇
星
・
徐
禾
・
李
成
躁
等
の
同
志
の
、
半
杜
会
主
義
的
農
業
生

産
合
作
杜
に
は
た
だ
杜
会
主
義
経
済
法
則
の
み
が
作
用
す
る
と
い
う
主

張
、
お
よ
び
こ
れ
と
観
点
が
接
近
し
て
い
る
劉
賓
同
志
の
、
合
作
杜
経

済
は
杜
会
主
義
経
済
法
則
に
し
た
が
っ
て
生
産
し
、
二
つ
の
経
済
法
則

に
し
た
が
っ
て
分
配
す
る
と
い
う
主
張
。

　
三
、
許
樵
新
・
劉
丹
岩
お
よ
び
程
卓
如
等
の
同
志
の
、
わ
が
国
の
新

民
主
主
義
杜
会
の
段
階
に
お
い
て
は
一
つ
の
総
体
的
な
全
杜
会
的
な
基

本
的
経
済
法
則
が
あ
る
と
す
る
意
見
（
彼
等
が
心
に
画
く
「
基
本
的
経

済
法
則
」
は
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
て
い
る
）
。
こ
の
外
、
そ
れ
と
関
連
す
る

　
　
　
●

も
の
と
し
て
劉
同
志
の
い
う
、
杜
会
的
生
産
方
式
お
よ
び
杜
会
経
済
形

態
に
は
独
立
お
よ
び
不
独
立
の
区
別
が
な
い
と
す
る
主
張
。

　
以
上
の
こ
れ
ら
の
意
見
を
主
張
す
る
同
志
た
ち
は
い
ず
れ
も
経
済
法

則
の
客
観
性
を
理
解
し
て
い
な
い
か
或
は
正
当
に
理
解
し
て
い
な
い
と

一
九
二
　
（
八
九
八
）

私
は
思
う
。

　
　
二
、
王
学
文
氏
と
魯
南
氏
に
対
す
る
批
判

　
　
　
　
個
人
経
済
の
基
本
的
経
済
法
則
は
存
在
し
な
い

　
も
し
わ
れ
わ
れ
が
真
に
経
済
法
則
の
客
観
性
を
理
解
す
る
な
ら
ば
、

経
済
法
則
は
一
定
の
経
済
的
条
件
す
な
わ
ち
生
産
関
係
の
上
に
生
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
、
　
、

も
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
わ
れ
わ
れ
が
技
術
組
織
の
方
法
に
よ
っ
て
経

済
法
則
を
「
表
現
」
す
る
こ
と
を
し
な
い
か
が
わ
か
る
　
　
王
学
文
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
、

志
は
い
う
個
人
経
済
の
「
主
要
経
済
法
則
」
は
「
ま
ず
生
産
技
術
を
高

め
る
方
法
で
あ
る
…
…
」
と
「
表
現
」
し
、
合
作
杜
の
「
主
要
経
済
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、

則
」
は
「
労
働
組
織
を
改
善
し
生
産
技
術
を
高
め
る
基
礎
の
上
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
「
表
現
」
し
、
資
本
主
義
の
「
主
要
経
済
法
則
」
は
「
技
術
を
高
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

基
礎
の
上
に
あ
る
…
…
」
等
々
（
傍
点
引
用
老
）
一
つ
の
生
産
関
係
が

一
つ
の
経
済
の
本
質
を
確
定
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
杜
会
主
義
経
済
、

資
本
主
義
経
済
お
よ
び
個
人
経
済
な
ど
の
本
質
的
区
別
は
、
根
本
的
に

は
技
術
が
「
比
較
的
に
高
い
」
「
比
較
的
に
高
く
な
い
」
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
生
産
手
段
が
誰
に
属
す
る
か
と
い
う
問
題
に
あ

る
。
ス
タ
ー
リ
ン
同
志
が
述
べ
た
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
と
現

代
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
公
式
を
引
用
し
て
、
技
術
を
な
ら

べ
て
一
連
の
「
経
済
法
則
」
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
同
志



の
述
べ
た
と
こ
ろ
の
経
済
法
則
の
実
質
的
内
容
を
根
本
的
に
理
解
し
て
　
　
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
こ
の
経
済
の
生
産
目
的
が
利
潤
追
求
の
た

い
な
い
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
　
（
王
学
文
同
志
が
最
近
発
表
し
た
と
　
　
　
め
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
目
的
を
達
す
る
手
段
が
収
奪
を
通
ず
る
こ
と

こ
ろ
の
数
篇
の
論
文
か
ら
見
る
と
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
彼
は
ま
だ
　
　
　
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
抜
術
を
改
善
す
る
の
は
た
だ
収
奪
を
強
化
す

「
厳
然
と
し
て
」
そ
の
錯
誤
し
た
論
点
を
堅
持
し
て
い
る
よ
う
で
あ
　
　
　
る
た
め
で
あ
っ
て
、
技
術
を
改
善
す
る
に
当
っ
て
資
本
家
の
利
潤
が
決

乃
）
。
基
本
的
経
済
法
則
が
反
映
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
一
っ
の
経
済
　
　
　
し
て
増
加
し
な
い
時
に
は
、
彼
は
決
し
て
技
術
を
改
善
し
な
い
。
か
く

の
生
産
目
杓
お
よ
び
そ
の
日
的
を
達
す
る
た
め
に
必
然
的
に
採
る
と
こ
　
　
　
し
て
技
術
は
こ
の
経
済
の
本
質
に
対
し
て
無
関
係
で
あ
る
。
個
人
経
済

ろ
の
手
段
で
あ
り
、
各
種
の
経
済
の
異
っ
た
生
産
目
的
は
各
種
の
生
産
　
　
　
の
小
商
晶
生
産
者
は
、
彼
自
身
が
生
産
手
段
を
占
有
し
、
ま
た
彼
自
身

手
段
の
異
っ
た
所
有
制
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
、
ス
タ
　
　
　
が
労
働
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
生
産
過
程
に
お
い
て
彼
は
他
人
を
収
奪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ー
リ
ン
同
志
白
身
は
解
釈
し
て
い
た
。
社
会
主
義
経
済
は
、
そ
の
生
産
　
　
　
し
な
い
し
、
ま
た
他
人
の
収
奪
を
受
け
な
い
。
し
か
し
生
産
品
は
各
人

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
１
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

手
段
が
公
有
制
で
あ
る
た
め
、
そ
の
生
産
目
的
は
如
何
な
る
個
人
の
た
　
　
　
の
私
有
物
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
な
お
交
換
過
程
に
お
い
て
市
場
価
値
の

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、

め
で
も
あ
り
得
ず
、
た
だ
全
杜
会
の
た
め
に
あ
り
得
る
だ
け
で
あ
り
、
　
　
　
騰
落
に
し
た
が
い
他
人
の
便
宜
の
た
め
に
売
る
。
だ
か
ら
こ
の
よ
う
な

す
べ
て
の
人
々
が
生
産
手
段
の
所
有
老
で
あ
る
か
ら
、
誰
も
が
誰
を
も
　
　
　
生
産
は
必
然
的
に
価
値
法
則
の
支
配
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
も

収
奪
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
杜
会
の
各
構
成
員
は
、
物
質
的
文
化
的
　
　
　
ま
た
個
人
生
産
の
本
質
で
あ
っ
て
、
技
術
の
改
善
は
こ
の
生
産
の
本
質

、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

需
要
の
充
足
を
要
求
し
、
す
べ
て
の
人
々
は
「
白
然
」
に
対
し
て
だ
け
　
　
　
と
無
関
係
で
あ
る
。
「
技
術
」
を
重
視
す
る
同
志
は
、
技
術
・
生
産
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

物
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
唯
一
の
も
の
は
不
断
に
技
　
　
　
の
杜
会
経
済
の
物
質
的
基
礎
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
技
術
の
高
低
に
よ
っ

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

術
を
改
善
す
る
中
で
の
み
、
こ
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
　
　
　
て
経
済
法
則
を
区
別
す
る
根
拠
と
す
る
こ
と
が
唯
物
主
義
の
観
点
に
基

あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
経
済
法
則
の
客
観
性
で
あ
り
、
杜
会
主
義
生
産
の
　
　
　
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ

、
　
　
、

本
質
で
あ
る
。
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
生
産
手
段
は
私
有
で
あ
っ
　
　
　
れ
は
実
に
大
き
な
錯
誤
で
あ
る
。
元
来
、
古
今
内
外
を
通
じ
て
人
類
杜

て
、
杜
会
的
に
は
自
由
に
雇
傭
労
働
を
収
奪
す
る
制
度
と
し
て
存
在
す
　
　
　
会
の
経
済
法
則
は
、
そ
の
異
っ
た
性
質
に
よ
っ
て
三
っ
に
分
け
ら
れ

　
　
荘
鴻
湘
「
申
碩
の
過
渡
期
に
省
け
る
客
観
的
経
済
法
則
に
関
す
る
若
干
の
意
見
」
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
　
（
八
九
九
）

●

■



　
　
立
命
鉗
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
大
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

る
・
第
一
の
経
済
法
則
は
生
産
関
係
と
生
産
力
と
の
相
互
作
用
の
関
係

の
法
則
で
あ
り
、
そ
の
中
心
的
内
容
は
、
生
産
関
係
は
必
ず
生
産
力
の

性
質
と
水
準
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

れ
は
一
切
の
杜
会
経
済
に
共
通
す
る
法
則
で
あ
る
。
第
二
は
全
く
生
産

跡
恥
の
上
に
生
ず
る
経
済
法
則
で
あ
り
、
た
と
え
ば
杜
会
主
義
的
生
産

関
係
の
上
に
生
ず
る
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
は
、
国
民
経
済
の

計
画
的
（
比
例
的
）
発
展
の
法
則
、
労
働
に
応
じ
て
報
酬
を
敢
る
法
則

な
ど
の
如
き
で
あ
る
。
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
上
に
生
ず
る
資
本
主

義
経
済
法
則
は
競
争
と
生
産
の
無
政
府
状
態
の
法
則
な
ど
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
経
済
法
則
は
生
産
関
係
の
改
変
に
つ
れ
て
更
替
し
、
そ
れ
は

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

生
産
力
と
直
接
に
関
係
が
な
い
。
第
三
の
経
済
法
則
は
上
述
し
た
二
つ

と
は
性
質
が
全
く
異
り
、
そ
れ
ら
は
個
別
経
済
の
範
犠
の
上
に
生
ず
る

法
則
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
価
値
法
則
、
貨
幣
の
運
動
法
則
な
ど
で
あ

　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

り
、
そ
れ
ら
は
或
る
生
産
関
係
に
特
有
な
経
済
法
則
で
は
な
く
、
そ
れ

ら
は
そ
の
生
産
関
係
に
服
務
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
異

っ
た
生
産
関
係
に
も
服
務
す
る
こ
と
の
で
き
る
経
済
法
則
で
あ
っ
て
、

こ
こ
で
い
う
と
こ
ろ
の
第
二
類
型
の
経
済
法
則
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
経

済
法
則
は
、
全
く
生
産
関
係
の
出
現
に
つ
れ
て
出
現
し
、
生
産
関
係
の

減
亡
に
つ
れ
て
退
く
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
技
術
（
生
産
力
）
の
情
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四
　
（
九
〇
〇
）

如
何
に
か
か
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
国
家
に
お
い
て
機
械
農

具
を
応
用
す
る
資
本
主
義
農
場
は
、
そ
の
技
術
（
生
産
力
）
水
準
は
極

め
て
高
い
が
、
し
か
し
そ
の
生
産
関
係
は
資
本
主
義
的
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
経
済
活
動
を
貫
い
て
い
る
法
則
は
資
本
主
義
経
済
法
則
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
わ
が
国
に
お
け
る
集
団
労
働
の
手
工

農
場
は
、
技
術
水
準
は
高
く
な
い
が
、
し
か
し
生
産
関
係
は
杜
会
主
義

的
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
上
に
作
用
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
も
ま
た

杜
会
主
義
の
経
済
法
則
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
が
看
れ

ば
充
分
で
あ
る
。
披
術
組
織
の
方
法
に
よ
っ
て
経
済
法
則
を
「
表
述
」

す
る
同
志
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
か
，
．
ス

タ
ー
リ
ン
同
志
は
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
を
表
述
す
る
時
に

「
技
術
」
の
二
字
を
用
い
、
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
を
表
述
す

る
時
に
は
、
こ
の
二
字
を
用
い
な
い
で
却
っ
て
別
に
「
搾
取
」
の
二
字

を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
二
つ
の
経
済
の
本
質
的
区
別
を
見
出

が
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
「
技
術
」
の
二
字
を
用
い
一
切
の
本
質
的

に
異
っ
た
経
済
に
対
し
て
経
済
法
則
を
「
表
述
」
す
る
こ
と
は
、
実
際

上
極
め
て
荒
唐
無
稽
な
こ
と
で
あ
る
。

　
王
学
文
同
志
は
「
主
要
経
済
法
則
」
は
「
．
或
る
一
つ
の
経
済
の
法
則
」

で
あ
り
、
「
基
本
的
経
済
法
則
」
は
「
一
つ
の
杜
会
形
態
の
法
則
」
で
あ



　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
２
）

つ
て
、
両
著
は
「
明
薩
に
疑
さ
砦
必
要
が
あ
る
一
と
い
い
、
か
－
　
ば
も
は
や
如
何
な
る
羅
差
－
、
今
日
に
至
一
て
王
姜
同
志
の
檎

し
て
「
主
要
経
済
法
則
」
が
説
明
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
。
し
か
　
　
　
足
を
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
る
・

し
実
際
上
、
こ
れ
は
誤
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
一
つ
の
杜
会
形
態
の
　
　
　
　
王
学
文
同
志
は
、
レ
ー
ニ
ン
が
過
渡
期
を
分
析
し
て
三
つ
の
基
本
的

基
本
的
経
済
法
則
は
一
つ
の
経
済
の
基
本
的
経
済
法
則
で
あ
る
が
、
こ
　
　
　
な
杜
会
経
済
形
式
が
あ
る
と
主
張
し
た
こ
と
か
ら
・
そ
の
中
の
「
こ
れ

の
一
っ
の
経
済
は
そ
の
杜
会
の
唯
一
の
或
い
は
基
本
的
に
は
唯
一
の
経
　
　
　
ら
は
宗
法
制
や
小
生
産
か
ら
杜
会
主
義
に
移
行
す
る
中
間
項
と
し
て
便

済
成
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
遇
渡
期
に
お
い
て
、
杜
会
　
　
　
利
で
あ
る
こ
と
を
充
分
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
文
句
を
引
用

主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
は
依
然
と
し
て
ま
だ
全
杜
会
の
基
本
的
経
済
　
　
　
し
て
、
彼
自
身
の
講
点
の
正
確
さ
を
証
明
し
よ
う
と
企
図
し
加
“
）
こ
れ

法
則
と
称
せ
ら
れ
る
に
は
資
格
は
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
は
杜
会
主
義
　
も
ま
た
無
警
こ
と
で
あ
る
。
過
渡
期
に
対
立
す
る
も
の
は
た
だ
杜
会

経
済
成
分
の
柔
的
経
済
法
則
で
あ
る
。
王
学
喬
志
は
こ
の
一
雲
　
主
義
と
資
李
義
の
二
っ
の
勢
力
に
過
ぎ
な
い
・
個
人
経
済
は
こ
の
二

了
解
し
な
い
が
故
に
、
「
蛇
を
画
い
て
足
を
添
え
る
一
如
く
、
国
営
経
　
っ
の
勢
力
の
争
奪
の
対
象
で
あ
る
・
多
く
の
人
々
の
熟
知
す
る
如
く
・

済
に
考
え
も
な
く
「
国
営
経
済
の
主
要
経
済
法
則
一
な
る
も
の
を
つ
く
　
個
人
生
薯
は
二
重
性
竃
ち
、
彼
は
小
私
有
者
で
あ
る
と
と
も
に
・

り
出
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
労
働
著
で
も
あ
り
、
小
箸
老
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
・
自
嚢

　
王
学
文
同
志
は
資
本
主
義
経
済
が
封
建
杜
会
の
胎
内
か
ら
発
生
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
的
に
資
本
主
義
へ
の
傾
向
を
も
ち
、
労
働
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ

事
情
か
ら
し
て
、
彼
の
「
資
本
主
義
の
主
要
経
済
法
則
」
の
存
在
を
証

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
労
働
者
階
級
と
と
も
に
一
途
に
杜
会
主
義
を
麗
設
す
る
こ
と
に
共

明
し
よ
う
と
企
図
し
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
上
、
そ
の
時
資
本
主
義
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
の
利
益
を
も
っ
。
だ
か
ら
結
局
の
と
こ
ろ
、
対
立
す
る
も
の
は
資
本

成
分
に
作
用
し
た
も
の
は
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
概
念
に
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
義
と
杜
会
主
義
の
二
っ
の
勢
力
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
す

蓋
合
し
た
剰
余
価
値
爺
で
あ
つ
た
。
剰
奮
値
法
則
の
当
時
に
お
　
べ
て
の
人
が
知
っ
て
い
る
常
識
で
あ
る
が
、
し
か
し
或
る
同
志
た
ち
は

け
る
作
用
は
、
す
で
に
マ
ル
ク
ス
．
エ
ン
ゲ
ル
ス
．
レ
ー
ニ
ン
．
ス
タ
　
　
　
ま
だ
模
湖
と
し
て
い
る
。
い
か
か
か
朴
跡
鼻
い
・
今
恥
肋
恥
跡
い
か
い

ー
リ
ン
な
ど
の
藷
に
よ
つ
て
余
す
と
こ
ろ
な
く
曙
さ
れ
、
こ
こ
に
　
忌
蒜
宋
露
慕
哀
、
し
か
し
中
間
項
が
必
要
で
あ
る
こ
と

　
　
荘
鴻
湘
「
申
国
の
遇
渡
期
に
お
け
る
客
謡
経
済
法
則
に
関
す
る
若
干
の
意
見
一
一
譲
一
　
　
一
九
五
一
九
〇
一
一

、
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と
、
　
「
合
作
杜
経
済
の
主
要
経
済
法
則
」
が
あ
る
こ
と
と
は
決
し
て
同

じ
で
は
な
い
。
合
作
杜
経
浄
の
発
展
過
程
は
、
杜
会
主
義
経
済
法
則
の

作
用
の
漸
次
的
払
大
で
あ
る
か
ら
、
資
本
主
義
経
済
法
則
の
影
響
の
残

余
が
漸
次
排
除
さ
れ
る
過
程
で
も
あ
る
。

　
王
学
文
同
志
は
彼
の
「
合
作
杜
経
済
の
主
要
経
済
法
則
」
を
解
釈
し

て
、
　
　
　
「
労
働
組
織
の
改
善
と
生
産
技
術
の
向
上
と
い
、
つ
基
礎
の
上

に
、
半
杜
会
主
義
的
性
質
の
生
産
を
不
断
に
改
進
向
上
さ
せ
、
集
団
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

杜
会
の
増
大
す
る
物
質
的
文
化
的
需
要
の
充
足
を
保
証
す
る
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、

中
で
の
「
生
産
の
不
断
の
改
進
向
上
」
は
「
生
産
関
係
の
『
改
進
向
上
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

を
合
む
」
意
味
の
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
の
理
由
は
「
生
産
は
生
産
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
、

係
と
生
産
力
と
い
う
二
つ
の
要
素
か
ら
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

「
向
上
」
と
「
改
造
」
は
通
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
。

こ
の
論
法
は
、
無
理
横
着
な
、
字
句
を
弄
す
る
も
の
で
な
く
て
、
何
で

あ
ろ
う
か
。
も
し
「
生
産
の
不
断
の
改
進
向
上
」
が
「
生
産
関
係
の
改

進
向
上
を
合
む
」
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は

農
業
に
対
し
て
「
杜
会
主
義
改
造
」
を
説
く
必
要
は
な
く
、
た
だ
「
農

業
生
産
の
不
断
の
改
進
向
上
」
を
撰
言
す
る
だ
け
で
充
分
で
あ
る
。
誰

で
も
知
っ
て
い
る
如
く
、
半
杜
会
主
義
経
済
に
は
杜
会
主
義
成
分
が
あ

ろ
と
と
も
に
、
非
杜
会
主
義
成
分
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
彼
の
「
改
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
　
（
九
〇
二
）

向
上
」
は
、
そ
の
中
の
杜
会
主
義
的
性
質
と
し
て
の
一
部
成
分
の
「
改

進
向
上
」
な
の
か
、
ま
た
そ
の
中
の
非
杜
会
主
義
的
性
質
と
し
て
の
一

部
成
分
の
改
進
向
上
な
の
か
。
ま
た
は
公
私
二
部
分
の
ど
ち
ら
を
も

「
向
上
」
さ
す
の
か
。
わ
れ
わ
れ
に
は
こ
れ
ら
の
問
題
は
極
め
て
明
白

な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
も
し
王
学
文
同
志
が
無
理
横

着
空
言
葉
を
使
お
う
と
老
え
て
も
、
牽
強
附
会
の
話
は
説
得
力
が
な
い

か
ら
、
な
ん
と
も
致
方
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
魯
南
同
志
も
ま
た
王
学
文
同
志
と
同
様
な
公
式
を
用
い
て
、
一
つ
の

「
個
人
経
済
の
基
本
的
経
済
法
則
」
を
「
表
述
」
し
、
そ
の
「
法
則
」

は
「
遅
れ
た
抜
術
的
基
礎
の
上
に
自
己
の
労
働
を
用
い
、
白
己
刀
生
活

需
要
を
満
す
こ
と
を
保
証
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
世
界
に
こ
の

よ
う
な
「
法
則
」
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
事

実
上
、
価
値
法
則
の
中
に
す
で
に
個
人
経
済
の
全
生
産
活
動
と
交
換
活

動
の
法
則
性
が
合
ま
れ
て
い
る
。
価
値
法
則
は
個
人
経
済
「
白
体
の
内

在
的
経
済
法
則
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
外
に
、
さ
ら
に
そ
れ
「
自
体
」
の

ほ
か
の
法
則
は
な
い
。
王
学
文
同
志
は
個
人
経
済
の
生
産
に
白
給
部
分

の
あ
る
一
点
を
一
生
懸
命
に
固
持
し
て
、
彼
は
「
個
人
経
済
の
主
要
経

済
法
則
」
の
存
在
す
る
主
要
理
由
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
“
　
、

れ
も
無
駄
な
こ
と
で
あ
る
。
個
人
経
済
の
生
産
は
、
商
品
部
分
は
レ
う



　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

ま
で
も
な
く
、
自
給
部
分
も
価
値
法
則
の
支
配
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
　
業
に
従
事
す
る
こ
と
蓋
業
に
従
事
す
る
よ
り
も
さ
ら
に
築
る
時
に

農
民
が
相
互
に
交
換
す
る
部
分
の
生
産
晶
は
価
値
法
則
の
支
配
を
受
け
　
は
、
彼
ら
は
嚢
孟
棄
し
て
そ
の
塊
職
業
に
従
事
す
る
の
で
あ

き
と
い
う
が
、
こ
の
主
張
は
思
索
を
経
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
個
　
る
。
だ
か
ら
、
王
学
喬
志
が
提
出
す
る
と
こ
ろ
の
・
「
個
人
経
済
の

人
生
産
妻
生
産
を
ど
う
す
る
か
を
打
算
す
る
時
に
、
結
局
に
お
い
て
　
自
給
自
足
部
分
は
ど
の
よ
う
に
し
て
価
個
法
則
の
支
配
を
受
け
る
か
一

依
批
す
る
の
は
市
場
の
価
格
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
豊
村
の
い
た
　
　
　
　
　
　
（
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
問
題
は
、
実
は
極
め
て
容
易
な
回
答
で
あ
る
。
個
人
生
産
者
の

る
所
に
あ
つ
て
、
た
と
え
ば
窪
省
鄭
県
で
生
産
さ
れ
る
肇
は
、
市
　
生
産
品
の
商
品
化
率
は
極
め
て
低
い
け
れ
ど
も
・
し
か
し
彼
が
「
一
ビ

場
に
お
け
る
濡
草
の
価
格
と
米
価
と
の
差
が
少
な
い
時
に
は
（
同
様
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ソ
ン
」
で
な
い
限
り
、
彼
の
経
済
行
為
は
価
値
法
則
の
支
配
を
受
け

生
産
原
価
と
生
産
品
価
格
と
の
差
が
少
な
い
こ
と
も
ま
た
、
価
値
法
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
も
し
「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
」
で
あ
れ
ば
、
彼

の
客
観
的
作
用
の
然
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
）
、
彼
等
は
白
分
の
必
要
　
　
　
　
・
・
・
・
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
交
換
行
為
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
す
な
わ
ち
経
済
行
為
が
な
い
の

な
食
糧
を
植
え
て
、
売
買
す
る
手
数
を
省
く
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
か
ら
、
一
切
の
経
済
法
則
（
王
学
文
同
志
が
主
張
す
る
と
こ
ろ

様
に
彼
等
は
生
震
価
圭
産
す
嘉
草
の
価
格
と
が
轟
に
比
し
て
　
の
実
際
上
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
の
呈
要
舞
法
則
一
喜
め
て
一
が

高
い
時
に
は
、
彼
等
は
時
に
よ
っ
て
は
全
部
の
土
地
に
席
草
を
植
え
、
一
　
　
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。

粒
の
穀
物
も
植
え
な
い
で
、
む
し
ろ
肇
を
売
つ
て
米
を
買
う
の
で
あ
　
価
値
法
則
と
い
う
範
撃
す
で
に
い
ろ
い
ろ
の
場
合
に
お
い
て
籍

る
。
警
省
新
昌
県
半
山
区
に
産
す
る
曼
一
薬
晶
一
は
、
宴
を
植
　
痘
進
す
る
作
用
を
も
つ
と
い
う
一
思
義
喜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
・
商

、
ヴ
一
る
こ
と
が
雑
穀
を
植
え
る
よ
り
も
さ
ら
に
有
利
な
時
に
は
、
彼
等
は
　
品
価
値
が
す
で
に
生
産
に
お
け
る
商
品
の
杜
ム
碕
平
均
的
労
働
量
に
よ

い
ず
れ
も
肥
料
を
白
茨
の
土
地
に
投
じ
て
、
食
糧
の
土
地
に
は
投
ぜ
　
　
　
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
個
別
生
産
著
が
技
術
を
改
進

ず
、
食
糧
が
少
な
け
れ
ば
、
政
府
の
供
給
帝
、
請
求
す
る
。
価
値
法
則
は
　
　
　
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
杜
会
的
平
均
的
労
働
量
の
労
働
よ
り
も

個
人
農
民
が
「
何
を
植
え
る
か
」
と
い
う
問
題
を
決
定
す
る
だ
け
で
は
　
　
　
低
く
生
産
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
商
晶
は
、
当
然
彼
に
よ
り
多
く
利
得
さ

な
く
、
彼
等
の
職
業
を
も
決
定
す
る
の
で
あ
っ
て
、
も
し
そ
の
他
の
職
　
　
　
せ
、
か
く
し
て
彼
等
は
力
の
及
ぶ
範
囲
内
に
お
い
て
・
そ
の
労
働
効
率

　
　
荘
鴻
湘
「
申
国
の
過
渡
期
に
お
け
る
客
観
的
経
済
法
則
に
関
す
る
若
干
の
意
見
」
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
一
九
七
　
（
九
〇
三
）
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を
向
上
せ
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
高
め
る
か
或
は
高
め
な
い
か

は
、
生
産
関
係
と
生
産
力
と
の
相
互
作
用
の
法
則
の
回
答
す
べ
き
問
題

で
あ
る
・
だ
か
ら
、
　
「
ま
ず
技
術
を
高
め
る
方
法
に
よ
っ
て
、
生
産
の

発
展
と
生
産
の
改
善
に
努
力
す
る
か
」
或
は
「
遅
れ
た
技
術
的
基
礎
の

上
に
、
自
己
労
働
の
方
法
を
用
い
る
か
」
な
ど
と
い
う
主
張
は
、
い
ず

れ
も
余
分
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
少
し
も
意
義
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　
三
、
劉
丹
岩
氏
に
対
す
る
批
判

　
　
－
－
過
渡
期
独
白
の
基
本
的
経
済
法
則
は
存
布
し
な
い

　
ス
タ
ー
リ
ン
同
志
は
す
で
に
わ
れ
わ
れ
に
教
え
て
い
る
、
す
な
わ
ち

客
観
的
経
済
法
則
が
反
映
す
る
と
こ
ろ
の
可
能
性
を
経
済
発
展
の
現
実

性
に
変
化
さ
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
経
済
法
則
の
研
究
は
、
「
必
ず
そ
れ
を

掌
握
し
、
そ
れ
を
学
ん
で
完
備
し
た
知
識
と
し
て
応
用
し
、
充
分
に
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

の
法
則
の
要
求
を
反
映
し
た
計
画
を
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
・
人
々
が
経
済
法
則
を
運
用
し
て
作
る
と
こ
ろ
の
活
動
計
画
と
客
観

的
経
済
法
則
自
体
と
は
二
つ
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
一
つ
に
混
同
し
て
語

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
極
め
て
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
劉
丹
岩
同
志
は
全
く
ス
タ
ｉ
リ
ン
同
志
の
こ
れ
ら
の
教
示
に
違
反

し
、
そ
れ
ら
を
一
つ
に
混
同
し
て
語
っ
て
い
る
。
劉
丹
岩
同
志
は
ス
タ

ー
リ
ン
同
志
の
表
述
す
る
基
本
的
経
済
法
則
の
公
式
を
引
用
し
、
　
「
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
　
（
九
〇
四
）

本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
期
に
お
け
る
基
本
的
経
済
法
則
」
は

「
杜
会
主
義
経
済
が
全
国
民
経
済
に
お
け
る
指
導
作
用
と
改
造
作
用
を

創
設
し
発
展
す
る
方
法
と
し
て
用
い
ら
れ
、
杜
会
主
義
経
済
を
迅
速
に

増
大
し
不
断
に
拡
大
す
る
方
法
と
し
て
用
い
ら
れ
、
杜
会
主
義
経
済
が

徹
底
的
に
資
本
主
義
経
済
に
勝
利
し
、
さ
ら
に
全
国
民
経
済
を
単
一
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

杜
会
主
義
経
済
に
建
設
す
ふ
こ
と
を
保
証
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
す

る
。
劉
丹
岩
同
志
が
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
一
句
は
一
つ
の
経
済
法
則
な

の
で
あ
ろ
う
か
・
絶
対
に
そ
う
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
た
だ
中
国
革
命

の
第
二
段
階
に
お
い
て
労
働
者
階
級
が
完
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ
の
任
務
に
過
ぎ
ず
、
人
々
が
客
観
的
経
済
法
則
に
対
す
る
科
学
的

認
識
を
得
た
後
に
規
画
で
き
る
と
こ
ろ
の
行
動
綱
領
に
過
ぎ
ず
、
過
渡

期
の
上
層
建
築
の
経
済
的
基
礎
に
対
す
る
作
用
の
表
述
に
過
ぎ
な
い
と

思
う
・
誰
が
各
歓
の
方
法
を
用
い
て
単
一
の
杜
会
主
義
経
済
を
建
設
す

る
目
的
を
達
成
す
る
の
で
あ
ろ
一
つ
か
・
労
働
轟
級
の
指
導
す
る
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
、

政
権
一
完
倉
い
え
ば
、
黙
露
は
上
か
ら
下
を
指
導
し
、
労
働
人

肺
は
下
か
ら
上
を
支
持
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
）
が
な
す
べ
き
こ
と

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
決
し
て
「
全
国
民
経
済
」
に
活
動
し

て
い
る
「
全
国
民
」
で
は
な
い
。
労
働
者
階
級
が
こ
の
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
彼
等
が
生
産
関
係
は
必
ず
生
産
力
の
性
質
に
適



合
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
い
う
法
則
を
認
識
し
て
い
る
か
ら
で
あ
　
　
　
は
直
接
に
か
っ
単
純
に
全
杜
会
が
経
常
的
に
増
大
す
る
物
質
的
文
化
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

る
。
だ
か
ら
劉
丹
岩
同
志
に
よ
っ
て
誤
認
さ
れ
た
の
は
、
　
「
法
則
」
の
　
　
　
需
要
を
充
足
す
る
こ
と
と
不
可
分
的
に
発
異
す
る
」
と
い
う
。
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
へ
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

こ
の
よ
う
な
「
方
法
」
と
「
目
的
」
な
ど
が
、
逆
に
確
実
に
真
の
法
則
　
　
　
極
め
て
糊
塗
的
な
観
念
で
あ
る
。
事
実
上
、
杜
会
主
義
経
済
の
生
産
目

い
わ
仇
心
於
も
わ
小
恥
か
仙
小
か
小
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
こ
の
　
　
的
は
「
直
接
的
か
つ
単
純
に
」
人
の
需
要
で
あ
り
、
正
に
こ
の
よ
う
に

一
句
を
「
基
本
的
経
済
法
則
」
に
算
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ぱ
、
ど
　
　
　
し
て
、
初
め
て
労
働
著
階
級
は
そ
れ
を
発
展
さ
せ
る
必
要
を
意
識
す
る

の
よ
う
な
事
情
が
資
本
家
階
級
を
も
「
杜
会
主
義
経
済
の
建
設
と
発
展
　
　
　
の
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
と
対
立
す
る
資
本
主
義
経
済
を
滅
亡
に
向
わ

・
…
の
方
法
」
と
し
て
「
徹
底
的
に
資
本
主
義
経
済
に
勝
利
」
す
る
も
　
　
　
せ
る
こ
と
を
意
識
す
る
の
で
あ
る
。
杜
会
主
義
経
済
の
生
産
目
的
は
現

の
に
変
え
る
の
か
。
と
い
う
の
は
、
基
本
的
経
済
法
則
は
生
産
手
敦
の
　
　
　
在
こ
の
よ
う
に
し
て
、
正
に
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

掌
握
者
の
生
産
目
的
お
よ
ぴ
そ
の
目
的
を
達
す
る
手
段
を
も
反
映
す
る
　
　
　
う
し
て
「
最
終
目
的
」
「
直
接
目
的
」
「
現
実
的
直
接
任
務
」
な
ど
と

も
の
で
あ
り
、
資
本
家
階
級
は
過
渡
期
に
お
い
て
も
国
民
経
済
に
お
け
　
　
　
い
う
区
分
が
あ
ろ
う
か
。
杜
会
主
義
経
済
が
内
部
累
積
に
依
存
す
る
の

る
一
部
の
生
産
手
段
の
掌
握
者
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
自
己
発
展
が
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
は
そ
の
発
展
法
則

　
も
し
わ
れ
わ
れ
が
経
済
法
則
自
体
と
人
が
経
済
法
則
を
運
用
し
て
採
　
　
　
で
あ
る
。
し
か
し
「
全
杜
会
経
済
を
改
造
し
て
単
一
の
杜
会
主
義
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
と
す
る
こ
と
」
は
、
却
っ
て
そ
れ
の
な
し
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

る
と
こ
ろ
の
措
置
と
の
両
老
を
区
別
し
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杜
会
主
義
経
済
は
資
本
主
義
経
済
と
の
連
系
合
作
と
麗
争
に
お
い
て
の

為
し
得
る
こ
と
は
結
局
何
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
劉
丹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
資
本
主
義
経
済
の
作
用
を
利
用
し
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で

岩
同
志
は
人
が
「
過
渡
期
の
基
本
的
経
済
法
則
」
を
知
ら
な
い
と
「
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

向
を
失
う
」
と
必
配
す
る
が
、
事
実
上
は
彼
自
身
が
確
実
に
「
五
里
霧
　
　
　
あ
り
、
決
し
て
資
本
主
義
所
有
制
を
改
変
す
る
作
用
を
起
す
こ
と
は
で

中
に
陥
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
「
過
渡
期
の
杜
会
主
義
経
済
は
、
　
　
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
政
治
権
力
な
し
に
は
処
理
さ
れ
な
い
の

全
杜
会
経
済
を
改
造
し
て
単
一
の
杜
会
経
済
に
す
る
任
務
と
目
標
の
基
　
　
　
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
公
私
合
営
企
業
の
例
を
あ
げ
て
説

礎
の
上
に
発
展
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
過
渡
期
の
基
本
的
経
済
法
則
　
　
明
す
れ
ば
、
公
私
合
営
企
業
に
お
い
て
、
個
人
株
が
九
〇
％
以
上
、
公

　
　
荘
鴻
湘
「
申
国
の
遇
捜
期
に
お
け
る
客
襯
的
経
済
法
則
に
関
す
る
若
干
の
意
見
」
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
１
　
　
一
、
九
九
　
（
九
〇
五
）

＝
　
　
　
ド
■

い
　
山
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共
株
が
一
〇
％
に
足
ら
な
い
と
し
て
も
、
企
業
は
公
共
株
に
よ
っ
て
指

導
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
公
共
株
の
こ
の
よ
う
な
指
導
的
地
位
の
取
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
、
合
営
企
業
に
お
い
て
極
め
て
小
さ
な
比
重
を
占
め
る
杜
会
主
義
経

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

済
成
分
自
身
の
力
に
あ
る
の
で
は
決
し
て
な
く
、
労
働
者
階
級
の
指
導

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

す
る
政
治
権
力
の
力
に
あ
る
の
で
あ
る
。
公
私
合
営
企
業
自
身
は
ま
た

人
氏
民
主
政
権
が
、
生
産
関
係
は
必
ず
生
産
力
の
性
質
に
適
合
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
要
求
し
提
唱
す
る
こ
と
に
基
い
て
生
じ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
決
し
て
政
治
権
力
の
作
用
と
別
個
に
資
本
主
義
企
業
の
発
展
の

緒
果
と
し
て
自
然
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
た
と
え
ば
国

営
、
合
作
杜
営
、
公
私
合
営
工
業
の
生
産
額
の
工
業
総
生
産
額
中
に
占

め
る
比
重
は
、
一
九
五
四
年
に
は
一
九
四
九
佳
の
三
七
％
か
ら
七
一
％

ほ
ど
に
上
昇
し
、
一
九
五
三
年
の
国
家
の
工
業
投
資
は
一
九
五
〇
年
の

六
六
八
％
と
な
っ
た
が
、
杜
会
主
義
経
済
は
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
急

速
に
発
展
で
き
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
資
金
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。
一

部
分
は
杜
会
主
義
企
業
内
部
の
累
積
か
ら
出
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る

が
、
し
か
し
大
部
分
は
国
家
が
通
過
税
な
ど
の
弁
法
を
実
行
し
て
国
民

収
入
の
再
分
配
か
ら
取
得
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
ど

の
よ
う
な
「
過
渡
期
の
基
本
的
経
済
法
則
」
の
作
用
に
よ
っ
て
解
釈
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
元
来
こ
れ
は
完
全
に
上
層
建
築
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
　
（
九
〇
六
）

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

基
礎
に
対
す
る
作
用
で
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
ス
タ
ー
リ
ン
が
い
う
如

く
、
上
層
建
築
は
一
度
成
立
す
る
と
新
し
い
経
済
的
基
礎
の
形
成
と
強

化
を
援
助
す
る
の
で
あ
る
。
過
渡
期
の
杜
会
主
義
が
必
然
的
に
資
本
主

義
に
勝
つ
原
因
は
、
政
治
面
に
つ
い
て
い
え
ば
上
述
し
た
如
く
、
杜
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

主
義
経
済
は
国
家
権
力
の
支
持
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
経
済
法
則
の
面

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、

の
理
論
に
お
い
て
は
杜
会
主
義
経
済
は
資
本
主
義
経
済
に
優
越
し
、
杜

、
　
、
　
　
、
　
へ
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

会
主
義
経
済
の
生
産
関
係
は
杜
会
化
の
程
度
が
日
に
益
々
高
ま
る
生
産

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

力
の
発
展
に
適
合
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
同
志
が
わ
れ

わ
れ
に
述
べ
て
い
る
如
く
、
　
「
各
杜
会
形
態
は
た
だ
自
己
に
特
有
な
法

則
に
よ
っ
て
相
互
に
分
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
一
切
の
杜
会
形
態
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

共
有
す
る
経
済
法
則
に
よ
っ
て
相
互
に
連
系
し
つ
っ
あ
る
。
」
だ
か
ら

一
つ
の
基
本
的
経
済
法
則
は
た
だ
一
つ
の
生
産
関
係
の
経
済
発
展
法
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

を
解
釈
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
凡
そ
二
つ
以
上
の
生
産
関
係
の
相
互
の

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

関
連
と
闘
争
と
更
替
の
問
題
は
、
い
ず
れ
も
生
産
関
係
は
必
ず
生
産
力

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
性
質
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
則
の
中
に
答
が
求
め

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
こ
の
法
則
の
み
が
或
る
杜
会
と
或
る
杜
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
の
接
続
の
必
然
性
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
人
々
が

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

こ
の
一
点
を
明
確
に
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
二
つ
の
杜
会
の
連
続
（
過
渡
）

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

を
巧
妙
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
こ
そ
根
本
的
に
求



、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

め
ら
れ
な
か
っ
た
、
　
「
過
渡
期
の
基
本
的
経
済
法
則
」
が
立
脚
す
べ
き
　
　
　
過
渡
期
の
終
了
に
当
っ
て
忽
然
と
し
て
退
出
す
る
か
の
如
く
で
あ
る
。

掛
肝
か
か
恥
の
で
あ
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唯
物
弁
証
法
は
わ
れ
わ
れ
に
教
え
る
、
　
「
発
展
は
事
物
の
対
立
面
の
矛

　
過
渡
期
に
お
け
る
一
切
の
経
済
法
則
の
相
互
関
係
は
、
本
来
決
し
て
　
　
　
盾
の
闘
争
で
あ
る
」
と
。
誰
で
も
知
っ
て
い
る
如
く
、
過
渡
期
は
資
本

理
解
の
困
難
な
も
の
で
は
な
い
が
、
劉
丹
岩
同
志
が
こ
こ
に
一
つ
の
事
　
　
　
主
義
と
杜
Ａ
亭
王
義
と
の
二
っ
の
対
立
勢
力
の
消
長
過
程
で
あ
り
、
根
本

実
上
全
く
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
の
「
過
渡
期
の
基
本
的
経
済
法
則
」
を
　
　
　
的
に
い
え
ば
こ
の
二
つ
か
ら
成
り
立
っ
一
組
の
矛
盾
の
闘
争
過
程
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

差
入
れ
た
の
で
、
過
渡
期
に
お
け
る
各
種
経
済
法
則
の
相
互
関
係
を
描
　
　
　
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
勝
利
者
が
失
敗
老
に
代
わ
る
の
で
あ
る
。
二
者

写
す
る
の
に
非
常
に
混
乱
し
た
情
況
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
　
　
　
の
う
ち
一
者
が
勝
利
し
他
者
が
敗
れ
る
と
い
う
必
然
性
は
、
生
産
関
係

彼
は
い
う
、
　
「
過
渡
期
に
お
け
る
基
本
的
経
済
法
則
は
、
そ
の
歴
史
的
　
　
　
は
必
ず
生
産
力
の
性
質
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
則
に

任
務
を
完
成
し
さ
え
す
れ
ぱ
、
歴
史
の
舞
台
か
ら
退
く
の
で
あ
り
、
そ
　
　
　
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
過
渡
期
の
基
本
的
経
済

の
時
に
初
め
て
全
杜
会
の
範
囲
に
お
い
て
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
　
　
法
則
」
に
は
何
と
何
と
の
矛
盾
が
合
ま
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
（
こ
の

則
に
譲
位
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
前
の
基
本
的
経
済
法
則
は
　
　
　
法
則
）
は
誰
を
排
除
し
て
生
成
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
今
後
は
誰
に

後
の
基
本
的
経
済
法
則
の
準
備
段
階
で
あ
り
、
後
の
基
本
的
経
済
法
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
排
除
さ
れ
て
歴
史
の
舞
台
を
退
出
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ど
う
し
て
こ
の

は
前
の
基
本
的
経
済
法
則
の
発
展
の
必
然
的
結
果
で
あ
る
。
何
と
な
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
な
影
も
な
く
来
て
、
跡
も
な
く
去
り
、
根
も
な
く
脚
も
な
い
経
済

ば
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
い
う
と
こ
ろ
の
基
本
的
経
済
法
則
は
、
一
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
則
が
あ
り
得
よ
う
か
。

の
歴
史
的
時
期
、
一
定
の
杜
会
形
態
の
全
経
済
運
動
に
お
け
る
奉
本
法
　
　
　
　
劉
丹
岩
同
志
は
過
渡
期
に
お
け
る
全
杜
会
の
各
種
経
済
成
分
を
「
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
イ

則
を
指
す
か
ら
で
あ
る
」
と
。
こ
れ
ら
の
説
明
は
荒
唐
無
稽
な
誤
謬
で
あ
　
　
　
括
」
す
る
「
基
本
的
経
済
法
則
」
を
で
っ
ち
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
劉
丹
岩
同
志
は
完
全
に
唯
物
弁
証
法
の
観
点
を
　
　
　
彼
は
ス
タ
ー
リ
ン
同
志
の
述
べ
た
と
こ
ろ
の
杜
会
主
義
経
済
と
現
代
資

離
脱
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「
過
渡
期
の
基
　
　
　
本
主
義
経
済
の
二
つ
の
「
基
本
的
経
済
法
則
」
の
客
観
性
が
そ
こ
に
あ

本
的
経
済
法
則
」
は
遇
渡
期
の
開
始
に
当
っ
て
忽
然
と
し
て
現
わ
れ
、
　
　
　
る
こ
と
に
つ
い
て
全
然
知
ら
な
い
こ
と
を
帽
ら
か
に
し
で
、
い
る
。
彼
は

　
　
　
荘
鴻
湘
「
申
国
の
過
渡
期
に
お
け
る
客
騒
的
経
済
法
則
に
関
す
る
若
干
の
意
兄
」
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
　
（
九
〇
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
六
号
）

凡
そ
一
っ
の
杜
会
に
は
一
っ
の
基
本
的
経
済
法
則
が
あ
る
と
し
て
、
彼

は
「
基
本
的
経
済
法
則
」
は
一
つ
の
独
立
し
た
生
産
方
式
に
お
け
る
経

済
運
動
の
客
観
的
過
程
を
反
映
す
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
全
然
理
解
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

き
な
い
の
で
あ
る
。
　
「
基
本
的
経
済
法
則
」
と
い
う
概
念
に
は
二
っ
或

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

い
は
二
っ
以
上
の
生
産
関
係
の
相
互
矛
盾
と
対
立
の
情
況
を
合
む
こ
と

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
で
き
な
い
。
生
産
方
式
と
杜
会
形
態
と
は
結
局
「
独
立
」
お
よ
び

「
不
独
立
」
の
区
別
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
劉
丹
岩
同
志
は
こ
の
区

別
は
な
い
と
い
う
。
彼
は
「
歴
史
上
に
は
い
く
つ
か
の
継
起
的
な
基
本

的
生
産
方
式
お
よ
び
こ
れ
に
適
応
し
た
基
本
的
杜
会
形
態
が
存
在
し

た
。
し
か
し
従
来
か
ら
ど
の
よ
う
な
『
独
立
的
』
な
生
産
方
式
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

「
独
立
的
」
な
杜
会
形
態
も
な
か
っ
た
し
、
ま
た
あ
り
得
な
か
っ
た
」

と
い
う
。
し
か
し
実
際
上
、
生
産
方
式
と
杜
会
形
態
と
は
確
実
に
「
独

立
的
」
と
「
不
独
立
的
」
な
区
別
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
区

別
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
の
経
済
形
式
に
お

い
て
単
純
に
一
つ
の
生
産
手
段
所
有
制
が
あ
っ
て
基
礎
的
な
生
産
関
係

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
一
つ
の
独
立
し
た
生
産
方
式
で
あ
る
。
た
と
え
ば

歴
史
上
の
五
つ
の
生
産
方
式
は
い
ず
れ
も
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し

て
、
一
つ
の
経
済
形
式
に
お
い
て
二
つ
の
生
産
手
段
所
有
制
の
成
分
が

あ
り
、
し
か
も
そ
の
中
の
一
つ
が
増
大
し
つ
つ
あ
り
、
一
つ
が
減
亡
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
二
　
（
九
〇
八
）

っ
っ
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
経
済
形
式
は
一
つ
の
独
立
し
た
生
産
方
式

で
は
な
く
、
一
つ
の
過
渡
的
経
済
形
式
で
あ
っ
て
、
半
杜
会
主
義
の
生

産
合
作
杜
の
如
き
は
そ
れ
で
あ
る
。
一
つ
の
杜
会
に
た
だ
一
つ
の
生
産

方
式
の
み
が
あ
れ
ば
、
そ
の
杜
会
は
一
つ
の
独
立
し
た
杜
会
形
態
で
あ

る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
も
し
い
く
つ
か
の
異
っ
た
生
産
方
式
が
あ
り
、

そ
の
中
に
は
漸
次
没
落
し
て
交
替
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
漸
次
発

展
し
て
そ
れ
ら
の
没
落
す
る
も
の
に
交
替
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
杜
会
は
一
つ
の
独
立
し
た
杜
会
形
態
で
は
な
く
し
て
、
一
つ
の
過

渡
的
な
杜
会
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
過
去
の
ど
の
よ
う
な
時
期
の
杜
会

の
経
済
成
分
も
絶
対
に
単
一
な
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
と
混
渚

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
何
と
な
れ
ば
問
題
は
そ
の
他
の
生
産
方
式
が

す
で
に
論
ず
る
に
足
ら
な
い
地
位
に
至
っ
て
い
る
か
否
か
に
あ
る
か
ら

で
あ
る
（
こ
こ
で
は
以
下
の
こ
と
を
説
明
し
た
の
で
あ
る
、
す
な
わ
ち

個
人
経
済
が
独
立
の
杜
会
形
態
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由

は
、
こ
の
経
済
の
生
産
手
段
の
数
量
上
の
変
化
が
そ
の
所
有
制
の
質
的

変
化
を
引
起
し
、
そ
れ
が
発
展
す
れ
ば
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
か
ら
で

あ
り
、
こ
れ
が
そ
れ
と
そ
の
他
の
各
種
の
独
立
の
杜
会
形
態
を
形
成
で

き
る
生
産
方
式
と
異
る
と
こ
ろ
で
あ
る
）
。
だ
か
ら
、
生
産
方
式
或
い

は
杜
会
形
態
に
は
「
独
立
的
」
と
「
不
独
立
的
」
の
区
別
が
な
い
、
し

一
’



１

た
が
っ
て
「
新
民
主
主
義
杜
会
も
ま
た
一
っ
の
杜
会
形
態
で
あ
り
、
そ
　
　
　
級
段
階
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
説
得
で
き
る
か
。
詫
も
が

れ
は
独
特
の
基
本
的
経
済
法
則
を
も
っ
べ
き
で
あ
る
」
な
ど
と
い
う
の
　
　
知
っ
て
い
る
如
く
、
過
渡
期
は
一
っ
の
「
杜
Ａ
亭
王
義
と
称
す
る
こ
と
も

は
・
い
ず
れ
も
経
済
法
則
の
客
観
性
を
知
ら
ず
、
「
異
っ
た
経
済
法
則
　
　
　
で
き
ず
ま
た
資
本
主
義
と
称
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
杜
会
で
あ
る
。
」
彼

は
異
っ
た
経
済
条
件
の
上
に
生
ず
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
真
の
意
義
　
　
　
は
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
二
っ
の
発
展
段
階
に
な
ぞ
ら
え

を
了
解
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
も
ま
た
二
っ
の
段
階
が
あ
る
と

　
一
っ
の
杜
会
の
指
導
的
経
済
法
則
も
ま
た
一
っ
の
杜
会
の
基
本
的
経
　
　
　
し
、
彼
は
奇
妙
に
も
次
の
如
く
想
像
す
る
、
す
な
わ
ち
「
も
し
人
々
が

済
法
則
と
混
同
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
程
卓
如
同
志
の
如
き
は
そ
れ
　
　
　
ソ
同
盟
の
過
渡
期
に
お
い
て
杜
会
主
義
生
産
方
式
の
基
本
的
経
済
法
則

で
あ
る
・
程
卓
如
同
志
は
・
一
つ
の
杜
会
の
指
導
的
経
済
法
則
と
同
時
　
　
　
を
総
結
し
た
こ
と
を
仮
定
す
れ
ば
、
さ
て
現
在
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
総
括

に
存
在
で
き
る
の
は
・
そ
れ
糸
蒜
払
に
あ
る
経
済
法
則
で
あ
　
し
た
と
こ
ろ
の
杜
Ａ
至
義
に
関
す
る
こ
の
一
層
完
妻
茉
的
経
済
法

り
・
；
の
杜
会
の
茉
的
経
済
法
則
と
同
時
に
存
在
で
き
る
の
は
た
　
則
が
そ
れ
に
代
っ
て
用
い
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
決
し

　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
杜
会
主
義
生
産
方
式
が
過
去
に
一
つ
の
基
本
的
法
則
を
も
ち
、
現
在

だ
そ
れ
と
方
向
を
一
致
す
る
経
済
法
則
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
と
方
向
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ま
た
別
の
基
本
的
経
済
法
則
を
も
つ
こ
と
を
い
う
の
で
は
な
く
、
た

異
に
す
る
経
済
法
則
と
同
時
に
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を

全
然
知
ら
な
い
。
程
卓
如
同
志
婁
た
劉
丹
岩
同
志
等
と
同
様
に
、
新
　
だ
竺
至
義
生
産
方
式
の
業
的
経
済
法
則
が
発
展
し
た
こ
と
を
い
う

民
主
主
義
杜
会
に
は
一
切
の
本
質
を
異
に
し
た
経
済
を
凌
駕
す
る
と
こ
　
　
　
の
で
あ
る
」
と
。
こ
の
よ
う
な
論
述
は
妥
当
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ

ろ
の
一
っ
の
基
本
的
経
済
法
則
が
あ
る
と
想
像
す
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
　
　
　
の
二
つ
の
事
情
は
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
資
本
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

も
・
彼
は
ま
だ
具
体
的
に
そ
の
法
則
を
把
え
て
い
な
い
。
彼
は
「
過
渡
　
　
　
義
の
二
つ
の
段
階
は
、
一
っ
の
生
産
手
段
所
有
制
の
二
っ
の
発
展
段
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

期
の
杜
会
形
態
は
杜
会
主
義
に
発
展
す
る
杜
会
形
態
で
あ
り
、
杜
会
主
　
　
　
で
あ
る
が
、
新
民
主
主
義
杜
会
と
杜
会
主
義
杜
会
と
の
間
の
区
別
は
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

義
生
産
方
式
の
低
級
か
ら
高
級
に
向
う
発
展
の
過
程
で
あ
る
」
と
い
　
　
　
本
的
に
は
そ
う
で
な
い
の
で
あ
っ
て
、
杜
会
主
義
杜
会
の
生
産
手
段
は

う
・
こ
の
よ
う
な
説
に
よ
れ
ば
、
過
渡
期
は
杜
会
主
義
生
産
方
式
の
低
　
　
公
有
で
あ
る
が
、
新
民
主
主
義
杜
会
に
お
い
て
は
、
小
私
有
制
が
あ
る

　
　
　
荘
鴻
湘
「
申
国
の
過
渡
期
に
お
け
、
客
－
観
的
経
済
法
則
に
関
す
る
若
干
の
意
見
」
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
二
〇
三
　
（
九
〇
九
）

’

↑



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
六
号
）

だ
け
で
は
な
く
、
ま
だ
資
本
主
義
収
奪
制
も
あ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
い

う
、
　
「
わ
が
国
の
新
民
主
主
義
杜
会
は
そ
れ
白
体
の
独
特
の
経
済
的
基

礎
と
そ
の
上
に
建
て
ら
れ
た
上
層
建
築
が
あ
り
、
そ
れ
は
一
つ
の
「
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

渡
的
性
質
の
「
杜
会
形
態
」
で
あ
る
。
そ
の
生
産
力
と
生
産
関
係
と
の

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

矛
盾
は
そ
れ
自
身
の
特
殊
性
を
も
ち
（
程
卓
如
同
志
は
こ
こ
で
新
民
主

主
義
杜
会
を
た
だ
一
つ
の
生
産
関
係
と
説
明
し
、
新
民
主
主
義
杜
会
に

あ
る
も
の
が
多
種
類
の
生
産
関
係
で
あ
る
こ
と
を
否
認
し
て
い
る
こ
と

を
注
意
せ
よ
。
傍
点
は
引
用
著
）
そ
れ
は
杜
会
主
義
杜
会
お
よ
び
そ
の

他
の
杜
全
形
態
と
異
る
発
展
過
程
を
も
ち
、
相
互
に
本
質
を
異
に
し
程

度
を
異
に
す
る
生
産
目
的
お
よ
び
こ
の
目
的
を
達
す
る
手
段
を
も
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

か
く
し
て
そ
れ
自
身
の
基
本
的
経
済
法
則
を
も
つ
」
と
。
こ
の
よ
う
な

見
方
は
誤
り
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
の
知
っ
て
い
る
如
く
、
基
本
的
経

済
法
則
は
一
つ
の
経
済
の
生
産
目
的
と
こ
の
目
的
を
達
す
る
手
段
を
反

映
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
新
民
主
主
義
杜
会
に
あ
る
「
本
質
の
相
互

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

に
異
る
」
と
こ
ろ
の
多
種
類
の
経
済
成
分
が
一
つ
の
混
合
性
の
生
産
目

的
を
併
合
し
て
も
つ
こ
と
が
で
き
る
と
は
い
い
難
い
で
は
な
か
ろ
う

　
　
、
　
　
、

か
。
一
つ
の
混
合
性
目
的
を
達
す
る
混
合
手
段
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る

と
は
い
い
難
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
資
本
家
の
利
益
の
み
を
図
る
こ
と

．
五
毒
行
為
．
制
限
反
対
闘
争
な
ど
が
こ
の
混
合
性
目
的
に
統
一
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
か
。

二
〇
四
　
（
九
一
〇
）

　
　
四
、
蘇
星
・
徐
禾
両
氏
に
対
す
る
批
判

　
　
　
　
　
　
　
半
杜
会
主
義
的
合
作
経
済
の
基
本
的

　
　
　
　
　
　
　
経
済
法
則
は
存
在
し
な
い

　
蘇
星
．
徐
禾
な
ど
の
同
志
は
、
半
杜
会
主
義
的
合
作
経
済
に
お
い
て

は
た
だ
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
作
用
だ
け
が
不
断
に
拡
大
で

き
る
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
意
見
は
私
も
基
本
的
に
は
正
し
い
と

思
う
が
、
し
か
し
極
め
て
不
完
全
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
杜

会
主
義
と
資
本
主
義
と
に
向
お
う
と
す
る
二
つ
の
勢
力
が
合
作
杜
内
に

お
い
て
対
立
と
闘
争
の
状
況
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
彼
等
は

問
題
を
あ
ま
り
に
も
簡
単
に
見
過
ぎ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
半
杜
会
主

義
の
合
作
杜
は
個
人
経
済
が
杜
会
主
義
経
済
に
向
う
過
渡
期
の
経
済
形

式
で
あ
る
。
個
人
生
産
は
元
来
価
値
法
則
の
支
配
を
受
け
、
自
然
発
生

的
に
資
本
主
義
に
向
う
も
の
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
小
商
品
経

済
は
毎
時
毎
分
資
本
主
義
を
分
泌
し
っ
つ
あ
る
も
の
で
あ
る
。
過
渡
期

に
お
い
て
は
、
労
働
老
階
級
の
指
導
す
る
政
権
と
杜
会
主
義
経
済
成
分

の
指
導
的
作
用
に
よ
っ
て
、
こ
の
分
泌
は
す
で
に
相
当
の
程
度
制
限
を

受
け
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
ら
が
連
合
し
て
半
杜
会
主
義
の
合
作
杜
と
な

っ
た
後
は
、
外
部
に
お
い
て
は
杜
会
主
義
経
済
成
分
と
の
連
系
を
強
化

，



○

し
、
内
部
に
お
い
て
は
労
働
に
応
じ
て
摂
酬
を
束
得
す
る
と
い
う
社
会
　
　
　
　
ま
ず
、
現
在
一
般
の
半
杜
会
主
義
的
農
業
生
産
合
作
杜
の
収
入
の
分

主
義
分
酎
法
則
が
部
分
的
に
作
用
し
始
め
た
。
こ
れ
ら
の
経
済
条
件
に
　
　
　
配
に
お
い
て
は
、
ま
だ
生
産
手
段
が
利
益
分
配
に
参
加
す
る
状
泥
が
存

お
け
る
変
化
は
、
資
本
主
義
の
自
然
発
生
的
傾
向
に
一
層
の
制
約
を
受
　
　
　
在
し
て
い
る
。
生
産
手
段
の
う
ち
主
要
な
も
の
は
土
地
で
あ
り
、
土
地

け
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
　
　
　
に
支
給
す
る
報
酬
に
っ
い
て
現
在
最
も
普
辺
的
な
も
の
は
固
定
量
を
支

れ
は
資
本
主
義
の
白
然
発
生
的
傾
向
が
こ
こ
に
は
も
は
や
存
在
し
な
く
　
　
　
給
す
る
方
法
で
あ
る
。

な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
に
し
　
　
　
　
杜
会
に
ま
だ
蛮
本
主
義
の
経
済
成
分
が
存
在
し
、
小
商
品
経
済
が
ま

て
客
観
的
な
経
済
法
則
を
合
作
杜
内
に
お
け
る
作
用
と
情
況
に
よ
っ
て
　
　
　
だ
極
め
て
大
ギ
な
比
重
を
占
め
、
杜
会
の
商
品
が
ま
だ
全
部
国
家
の
計

完
全
に
記
述
し
な
け
れ
ば
な
１
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
一
面
に
お
い
て
は
合
　
　
　
画
に
し
た
が
っ
て
価
格
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
に
は
、
一
部

作
杜
に
対
し
て
主
要
か
つ
決
定
的
な
作
用
を
す
る
の
は
杜
Ａ
亭
王
義
の
基
　
　
　
分
の
商
品
は
ま
だ
市
場
の
需
給
情
況
に
基
い
て
価
格
を
決
定
き
れ
る
の

本
的
絆
済
法
則
で
あ
る
が
、
し
か
し
他
面
に
お
い
て
は
合
作
杜
に
は
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
避
け
ら
れ
ず
、
こ
こ
に
価
値
法
則
の
白
然
発
生
的
作
用
の
活
動
す
る

だ
資
本
主
義
の
白
然
発
生
的
勢
力
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
合
作
杜
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
が
あ
る
。
合
作
杜
内
に
は
ま
だ
私
有
制
の
要
素
が
存
在
し
て
い
る
か

経
済
条
件
は
、
杜
Ａ
不
王
義
の
経
済
法
則
が
漸
次
資
李
王
義
の
経
済
法
則
　
　
　
ら
・
杜
内
の
生
産
手
段
は
全
人
民
の
所
有
制
に
は
属
し
て
い
な
い
。
か

の
残
存
的
影
響
を
排
除
す
る
が
、
登
本
主
義
の
経
済
法
則
が
そ
の
影
響
　
　
　
く
し
て
合
作
杜
は
こ
の
よ
う
な
価
値
法
則
の
白
然
発
生
的
作
用
の
影
響

を
払
大
し
て
、
杜
会
主
義
の
経
済
法
則
の
作
用
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
　
　
　
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

き
な
い
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
合
作
経
済
の
発
展
　
　
　
　
全
杜
会
が
杜
会
主
義
経
済
と
資
本
主
義
経
済
と
の
対
立
と
闘
争
に
あ

過
程
は
、
杜
会
主
義
経
済
法
則
が
資
本
主
義
の
白
然
発
生
的
勢
力
に
対
　
　
　
る
時
、
価
値
法
則
の
白
然
発
生
的
作
用
と
剰
余
労
働
を
占
有
す
る
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
て
不
断
に
勝
利
を
取
得
す
る
過
程
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
具
体
的
に
　
　
　
が
さ
ら
に
発
展
す
れ
ば
蛮
本
主
義
で
あ
る
。
か
く
し
て
こ
れ
ら
の
状
況

半
杜
会
主
義
農
業
生
産
合
作
杜
内
の
経
済
活
動
状
況
を
観
察
す
る
こ
と
　
　
　
は
資
本
主
義
経
済
法
則
の
半
杜
会
主
義
合
作
杜
内
に
お
け
る
残
余
的
影

か
ら
こ
の
点
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
と
見
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
性
質
上
資
本
主
義
勢
力
に
属

　
　
　
荘
鴻
湘
「
申
国
の
過
渡
期
に
お
け
る
客
観
的
艦
済
法
則
に
関
す
る
若
干
の
意
見
」
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
二
〇
五
　
（
九
一
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
六
号
）

し
、
半
杜
会
主
義
合
作
経
済
に
お
い
て
杜
会
主
義
経
済
法
則
の
作
用
に

対
抗
す
る
一
つ
の
力
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
勢
力
は
相

互
に
緊
密
に
連
結
し
な
が
ら
闘
争
し
つ
つ
、
そ
の
う
ち
の
一
方
が
一
歩

を
進
め
る
毎
に
、
相
手
を
一
歩
退
か
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
半
杜

会
主
義
合
作
経
済
に
お
け
る
矛
盾
と
対
立
の
二
面
で
あ
る
。
こ
の
「
諜

が
戦
い
誰
に
勝
つ
か
」
の
闘
争
に
お
い
て
、
も
し
国
営
経
済
が
正
確
な

価
格
政
策
の
指
導
の
下
に
、
合
作
杜
経
済
と
密
接
な
連
系
を
保
ち
、
さ

ら
に
合
作
杜
内
に
お
い
て
は
正
確
に
経
済
法
則
の
原
理
を
応
用
し
て
事

務
を
処
理
す
る
な
ら
ば
（
主
要
内
容
は
杜
員
の
収
入
を
不
断
に
増
加
す

る
こ
と
を
保
証
す
る
前
提
の
下
で
漸
次
杜
会
主
義
の
要
素
を
増
大
す
る

こ
と
で
あ
る
）
、
合
作
杜
は
集
団
労
働
と
統
一
経
営
の
優
越
性
に
よ
っ

て
、
そ
れ
は
必
然
的
に
生
産
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
各
杜
員
に

対
し
て
は
生
産
手
段
の
利
益
分
配
が
漸
次
低
下
す
る
と
し
て
も
不
断
に

収
入
を
増
加
さ
せ
と
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
正
常
な
状
況

の
下
に
お
い
て
は
、
合
作
杜
内
の
杜
会
主
義
勢
力
は
必
然
的
に
一
歩
一

歩
と
勝
利
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
杜
会
主
義
の
要
素
の
上
に

作
用
す
る
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
力
は
私
有
制
の
要
素
の
上

に
作
用
す
る
資
本
主
義
の
自
然
発
生
的
な
力
に
勝
利
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
か
し
、
こ
れ
に
反
し
て
、
も
し
合
作
杜
が
方
向
を
失
え
ば
、
資
本
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
六
　
（
九
一
二
）

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

義
の
経
済
法
則
は
活
躍
し
て
合
作
杜
を
資
本
主
義
の
方
向
に
漸
次
変
質

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
農
村
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
状
況
は
常
に
あ
る
こ

と
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
　
「
前
寛
揮
村
の
簗
燗
源
な
ど
三
人
の
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

主
（
富
裕
中
農
の
、
昨
年
秋
に
お
け
る
各
戸
の
平
均
分
配
分
は
、
三
百

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

二
十
九
万
三
千
五
百
七
十
元
（
こ
れ
は
旧
人
民
幣
で
あ
る
、
以
下
同

じ
ー
引
用
著
）
で
あ
っ
た
。
一
般
の
役
畜
・
労
力
・
土
地
の
あ
る
中
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
へ
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
、
各
戸
平
均
分
配
分
は
二
百
二
十
一
万
三
千
三
百
元
で
あ
っ
た
。
役

畜
な
く
、
投
資
少
な
く
、
た
だ
労
力
と
土
地
だ
け
あ
る
農
家
（
貧
農
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

合
む
）
の
平
均
分
配
分
は
九
十
六
万
元
で
あ
っ
た
。
…
…
一
頭
の
役
畜

が
最
も
多
い
も
の
は
一
年
に
六
十
余
万
元
を
も
う
け
、
一
般
の
も
の
で

四
十
万
元
を
も
う
け
、
大
体
各
役
畜
は
飼
料
を
除
い
て
四
分
の
一
を
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
も
う
け
し
た
。
か
く
し
て
比
較
的
富
裕
な
杜
員
は
入
杜
後
に
ま
た
役

　
　
　
　
（
１
７
）

畜
を
買
っ
た
。
」
「
入
杜
後
に
ま
た
役
畜
を
買
っ
た
」
こ
と
は
、
利
余
価

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

値
法
則
（
蛮
本
の
自
己
増
殖
の
法
則
）
が
す
で
に
活
動
し
て
い
た
こ
と

を
説
明
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
見
よ
。
さ
ら
に
、
　
（
河
北
省
清
萢
県

農
業
生
産
合
作
杜
と
互
助
組
は
一
般
に
集
団
的
に
商
業
を
経
営
し
て
い

る
。
一
月
七
日
現
在
の
不
完
全
統
計
に
よ
れ
ば
、
石
炭
店
を
経
営
し

「
合
法
」
営
業
証
を
も
っ
て
い
る
農
業
生
産
合
作
杜
と
互
助
組
は
遂
に

百
七
に
達
し
、
光
第
五
第
六
区
に
は
四
十
余
の
農
業
生
産
合
作
杜
が
商



び

業
的
な
石
炭
店
を
経
営
し
て
い
る
。
…
－
こ
れ
ら
の
合
作
杜
あ
る
い
は
　
　
　
の
自
然
発
生
的
作
用
の
影
響
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
価
値
法
則
は
現
在

互
助
組
経
営
の
石
炭
店
は
、
大
部
分
が
石
炭
を
買
っ
て
後
、
加
工
し
な
　
　
　
は
ま
だ
不
完
全
に
し
か
杜
会
主
義
経
済
法
則
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い

い
で
売
り
に
出
す
。
黄
陀
村
『
建
国
』
農
業
生
産
合
作
杜
は
『
ハ
夫
』
　
　
　
な
い
の
で
あ
っ
て
、
時
に
は
資
本
主
義
経
済
法
則
の
影
響
の
下
に
杜
会

怠
～
褒
を
運
ぷ
・
：
－
・
・
農
業
生
産
合
作
杜
に
は
暴
利
を
む
さ
ぼ
　
主
義
に
対
し
て
反
抗
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
正
に
ス
タ
ー
リ

る
も
の
も
あ
り
・
国
家
の
政
策
法
規
に
違
反
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
第
　
　
　
ン
の
い
う
如
く
、
農
業
生
産
合
作
杜
は
一
っ
の
武
器
で
あ
り
、
　
「
あ
ら

一
区
伝
家
営
村
伝
喜
成
の
聾
す
る
嚢
生
産
合
作
老
は
、
国
家
貸
与
．
ゆ
る
問
題
は
鷲
こ
の
武
褒
誰
の
班
掌
握
さ
れ
、
結
局
こ
の
武
器

の
二
百
十
斤
の
麦
種
を
ひ
そ
か
に
粉
に
し
パ
ン
に
し
て
売
っ
た
、
・
　
　
　
　
が
誰
に
対
し
て
利
用
さ
れ
る
か
に
あ
る
。
」
ど
う
し
て
農
業
生
産
合
作

彼
等
は
国
家
が
検
査
徴
税
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
販
売
は
い
ず
れ
も
記
　
　
　
杜
の
う
ち
に
は
集
団
的
に
商
業
を
経
営
し
て
国
営
経
済
に
反
対
す
る
も

帳
し
な
か
っ
た
・
二
区
王
盤
村
麟
善
成
農
業
生
産
合
作
杜
は
薬
品
の
販
　
　
　
の
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
は
「
国
営
と
合
作
杜
の
商
業
市
場
を

売
に
仮
帳
簿
を
っ
く
り
・
国
家
の
税
収
百
八
十
九
万
余
元
を
脱
税
し
　
　
　
奪
取
す
る
意
思
が
あ
る
」
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
合
作
杜
に
お

　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
　
　
…
、
、
、
、
、
、
、
、
　
　
　
け
る
生
産
手
段
の
所
有
権
が
ま
だ
私
人
的
で
あ
り
、
重
要
生
産
手
段
の

た
。
国
営
お
よ
び
合
作
杜
の
商
業
市
場
を
奪
取
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
用
権
は
集
団
に
属
し
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
集
団
の
構
成
員
は

た
合
作
杜
あ
る
い
は
互
助
組
も
あ
っ
た
。
…
…
第
五
区
大
白
団
村
に
農
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
て
農
民
で
あ
る
が
、
裏
面
で
は
全
人
民
性
を
帯
び
ず
、
そ
れ
は
ソ

業
生
産
合
作
杜
が
あ
り
、
杜
長
張
彬
絵
の
供
錆
杜
は
油
酷
を
代
理
販
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
盟
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
よ
う
に
基
本
的
生
産
手
駿
が
国
家
所
有
制
で
あ

し
、
杜
員
張
柄
文
は
薬
店
を
開
業
し
、
白
分
で
木
工
場
を
開
い
て
い
る

杜
員
も
あ
り
・
四
分
五
裂
と
な
り
・
遂
に
破
産
し
て
し
ま
っ
た
。
杜
員
　
る
よ
う
な
決
定
的
作
用
を
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
そ
れ
ら

が
商
業
投
機
の
『
利
益
』
を
弄
し
て
冬
季
生
産
を
行
お
う
と
し
な
い
合
　
　
　
（
合
作
杜
）
の
経
済
活
動
は
全
人
民
的
意
思
に
よ
る
指
揮
を
受
け
る
こ

作
杜
も
あ
竺
上
述
し
た
こ
れ
ら
の
例
は
半
杜
全
義
的
嚢
生
産
　
と
が
で
き
ず
、
た
だ
市
場
価
栴
に
し
た
が
い
、
直
接
に
国
家
計
画
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

合
作
杜
に
お
い
て
も
、
決
し
て
そ
ん
な
に
簡
単
に
は
杜
△
亭
王
義
経
済
法
　
　
　
た
が
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
経
済
条
件
（
そ
の
核
心
と
基
礎
は
生
産
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

則
が
作
用
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
は
今
で
も
価
値
法
則
　
　
　
段
の
所
有
制
）
が
経
済
法
則
を
決
定
し
、
経
済
法
則
は
人
間
の
意
見
に
．

　
　
荘
鴻
湘
「
申
国
の
遇
渡
期
に
お
け
る
客
観
的
経
済
法
則
に
関
す
る
若
干
の
意
見
」
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
二
〇
七
　
（
九
二
二
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
六
号
）

よ
っ
て
変
る
こ
と
の
な
い
客
観
的
表
現
で
あ
る
。
正
に
こ
こ
に
農
民
に

対
す
る
政
治
教
育
を
進
め
る
重
要
性
が
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
（
こ
れ

は
上
層
建
築
の
基
礎
に
対
す
る
作
用
）
、
正
確
に
価
格
政
策
を
掌
握
す

る
重
要
性
が
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
合
作
杜
に
お

け
る
私
有
制
要
素
の
み
を
「
杜
会
主
義
経
済
法
則
の
作
用
範
囲
の
一
つ

　
　
　
（
２
０
）

の
制
限
条
件
」
に
過
ぎ
な
い
と
し
、
こ
れ
が
資
本
主
義
的
力
に
属
す
る

こ
と
を
見
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
実
際
上
合
作
杜
内
に
お
け
る
二
つ
の

勢
力
の
対
立
情
況
を
否
認
し
、
二
者
の
闘
争
の
問
題
が
合
作
杜
内
に
お

い
て
は
す
で
に
緒
末
を
告
げ
て
い
る
か
の
如
く
に
見
る
こ
と
に
な
り
、

合
作
杜
内
に
お
い
て
資
本
主
義
が
復
活
す
る
可
能
性
に
対
す
る
警
戒
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

お
ろ
そ
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
杜
会
主
義
経
済
法
則

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
作
用
範
囲
の
拡
大
は
、
　
「
真
空
」
の
よ
う
な
地
帯
へ
の
拡
大
で
は
な

、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

く
、
資
本
主
義
経
済
法
則
の
影
響
を
排
斤
す
る
中
で
の
拡
大
な
の
で
あ

、
　
　
、

る
こ
と
を
、
必
ず
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
「
現
在
農
村
の
党

組
織
の
指
導
機
関
と
指
導
幹
部
に
は
、
こ
の
よ
う
な
杜
会
主
義
的
経
済

組
織
あ
っ
て
の
み
自
か
ら
杜
会
主
義
が
あ
る
の
だ
と
い
、
つ
点
に
つ
い
て

の
認
識
の
な
い
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
彼
等
の
論
理

は
、
農
業
生
産
合
作
杜
は
す
で
に
杜
会
主
義
経
済
の
組
織
形
式
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
資
本
主
義
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
、
資
本
主
義
搾
取
の
隠
蔽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
八
　
（
九
一
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
虹
）

所
と
な
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
」
こ
の
一
句

は
、
　
「
合
作
杜
経
済
に
は
杜
会
主
義
経
済
法
則
の
み
が
作
用
す
る
」
と

簡
単
に
見
る
同
志
た
ち
に
対
し
て
最
も
よ
い
批
判
で
あ
る
。

五
、
結
語

基
本
的
経
済
法
則
の
概
念
規
定

　
最
後
に
、
　
「
基
本
的
経
済
法
則
」
と
い
う
範
礒
の
概
念
問
題
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
総
括
的
提
案
を
し
て
、
本
文
の
結
語
と
す

る
。
多
く
の
同
志
た
ち
に
よ
る
長
篇
の
錯
誤
し
た
論
文
は
い
ず
れ
も
こ

の
概
念
を
明
確
に
し
な
い
こ
と
か
ら
来
て
い
る
。
彼
等
の
錯
誤
は
二
っ

の
点
に
帰
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
第
一
は
、
凡
そ
杜
会
に

は
必
ず
全
杜
会
経
済
を
統
括
す
る
「
基
本
的
経
済
法
則
」
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
誤
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
彼
等
は
「
過
渡
期
に

お
け
る
全
杜
会
の
基
本
的
経
済
法
則
を
」
一
生
懸
命
に
探
し
、
そ
の
結

果
或
る
同
志
た
ち
は
、
現
在
は
ま
だ
わ
が
国
の
全
杜
会
の
基
本
的
経
済

法
則
と
い
え
な
い
と
こ
ろ
の
、
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
を
過
渡

期
の
杜
会
形
態
の
基
本
的
経
済
法
則
で
あ
る
と
無
理
に
い
う
の
で
あ

る
（
許
樵
新
同
志
た
ち
の
如
く
に
。
ま
た
或
る
同
志
た
ち
は
現
に
あ

る
と
こ
ろ
の
経
済
法
則
を
探
し
て
そ
れ
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
む
し
ろ
自
分
の
手
で
作
っ
た
の
で
あ
る
（
劉
丹
岩
同
志
の
如
く
に
）
。



第
二
は
、
一
つ
の
杜
会
の
基
本
的
経
済
法
則
と
一
っ
の
経
済
の
基
本
的
　
　
　
れ
も
全
杜
会
の
基
本
的
経
済
法
則
と
称
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど

法
則
と
は
二
つ
の
異
っ
た
法
則
で
あ
る
と
誤
認
し
、
基
本
的
経
済
法
則
　
　
　
も
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
将
来
そ
の
地
位
を
敢
得
す
る
に
違
い
な
い
。

と
い
う
概
念
は
同
一
種
類
の
杜
会
形
態
に
連
系
す
る
こ
と
だ
け
は
可
能
　
　
　
二
つ
の
基
本
的
経
済
法
則
が
同
時
に
一
っ
の
杜
会
に
あ
る
時
に
は
、
そ

で
あ
る
が
、
異
っ
た
種
類
の
経
済
成
分
に
連
系
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
　
　
れ
ら
の
間
は
相
互
に
孤
立
し
た
も
の
で
は
な
く
し
て
相
互
に
連
系
し
相

あ
る
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
明
ら
か
な
こ
と
は
一
っ
の
　
　
　
互
に
排
斤
し
っ
っ
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
杜
会
経
済
に
対
す
る

経
済
の
基
本
的
経
済
法
則
も
、
敢
え
て
そ
れ
を
「
基
本
的
経
済
法
則
」
　
　
　
作
用
は
、
絶
対
に
均
衡
の
時
は
な
く
、
そ
の
中
の
一
つ
の
作
用
範
囲
は

と
称
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
王
学
文
同
志
の
如
き
は
看
板
を
　
　
　
漸
次
拡
大
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
他
の
一
っ
は
必
然
的
に
縮
少
す
る
だ
け

変
え
て
、
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
を
「
国
家
経
済
の
主
要
経
済
　
　
　
で
な
く
、
変
化
の
過
程
に
お
い
て
後
老
は
前
著
の
制
約
と
影
響
を
受
け

法
則
」
と
改
称
し
、
資
李
王
義
の
基
本
的
経
済
法
則
（
最
も
こ
の
概
念
　
　
　
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
指
導
と
従
属
の
関
係
を
構
成
す
る
。
両

に
合
う
も
の
は
利
余
価
値
法
則
で
あ
る
）
を
「
資
本
主
義
の
主
要
経
済
　
　
　
老
の
こ
の
地
位
の
確
立
は
・
生
産
関
係
は
必
ず
生
産
力
の
性
質
に
適
合

法
則
」
と
改
称
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
則
に
よ
っ
て
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
私
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
基
本
的
経
済
法
則
」
な
る
概
念
は
次
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
に
、
新
し
い
経
済
条
件
に
っ
れ
て
生
成
す
る
新
し
い
基
本
的
経

な
い
く
つ
か
の
両
を
も
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
済
法
則
は
、
そ
の
生
成
か
ら
全
杜
会
の
唯
一
の
基
本
的
経
済
法
則
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
第
一
に
、
「
基
本
的
経
済
法
則
」
は
一
種
類
の
独
立
し
た
生
産
方
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ま
で
に
、
す
な
わ
ち
封
建
杜
会
か
ら
資
本
主
義
杜
会
と
な
る
ま
で
に

の
経
済
運
動
の
根
本
法
則
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
多
種
類
の
経
済
の
共
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
三
つ
の
発
展
段
階
を
経
過
し
、
資
本
主
義
杜
会
か
ら
杜
会
主
義
杜
会

法
則
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
る
ま
で
の
過
渡
期
に
は
二
つ
の
発
展
段
階
を
経
過
す
る
。

　
第
二
に
、
一
っ
の
杜
会
（
過
渡
期
の
杜
会
の
如
く
）
に
、
二
つ
の
対
　
　
　
　
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
が
生
成
し
て
か
ら
・
全
杜
会
の
唯
一

立
し
た
生
産
方
式
が
あ
れ
ば
、
そ
の
杜
会
に
お
け
る
二
っ
の
経
済
は
そ
　
　
　
の
基
本
的
経
済
法
則
と
な
る
ま
で
の
、
そ
の
地
位
の
変
化
過
程
は
大
体

れ
ぞ
れ
の
基
本
的
経
済
法
則
を
も
つ
の
で
あ
る
。
し
か
し
両
者
は
い
ず
　
　
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
荘
鴻
湘
「
申
国
の
過
渡
期
に
お
け
る
客
観
的
経
済
法
則
に
関
す
る
若
干
の
意
見
」
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
二
〇
九
　
（
九
一
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
へ
第
五
巻
・
第
六
号
）

　
第
一
段
階
、
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
は
資
本
主
義
的
生
産
方

式
（
封
建
杜
会
の
後
期
に
お
い
て
）
が
生
成
し
始
め
る
に
つ
れ
て
、
資

本
主
義
的
経
済
条
件
の
上
に
作
用
し
始
め
る
が
、
し
か
し
こ
の
時
に
は

全
杜
会
の
上
層
建
築
が
封
建
的
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
作
用
範
囲
を
迅
速

に
拡
大
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
は
封
建
政
治
勢
力
の
制
限

を
受
け
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
作
用
範
囲
が
さ
ら
に
絶
え
ず
拡
大

し
た
原
因
は
、
資
本
主
義
経
済
が
封
建
経
済
に
比
し
て
先
進
的
で
あ

り
、
資
本
主
義
生
産
関
係
が
当
時
の
杜
会
的
生
産
力
の
発
展
に
適
合
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
段
階
、
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
は
資
本
家
階
級
が
政
権

を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
杜
会
の
指
導
的
経
済
法
則
と
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
そ
の
作
用
範
囲
は
迅
速
に
拡
大
し
、
そ
れ
は
封
建
経
済
が
迅

速
に
資
本
主
義
経
済
に
転
化
す
る
こ
と
に
示
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
時

に
は
杜
会
に
は
な
お
大
量
の
封
建
経
済
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
、
そ
れ

は
ま
だ
全
杜
会
の
基
本
的
経
済
法
則
と
称
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ

た
。　

一
つ
の
経
済
法
則
が
杜
会
の
指
導
的
経
済
法
則
と
称
さ
れ
る
た
め
に

は
二
つ
の
条
件
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
一
は
そ
れ
を
生
成
す
る
と
こ
ろ

の
生
産
方
式
が
当
時
の
杜
会
の
先
進
的
生
産
方
式
で
あ
る
こ
と
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
（
九
：
ハ
）

二
ば
こ
の
経
済
の
発
展
に
適
合
し
た
上
層
建
築
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
中
間
に
そ
の
経
済
成
分
が
全
杜
会
に
お
い
て
数
量
上
優
勢

を
占
め
る
に
至
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

　
第
三
段
階
、
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
が
完
全
に
（
或
い
は
基

本
的
に
）
封
建
経
済
の
基
本
法
則
の
地
位
に
代
替
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
資
本
主
義
の
経
済
成
分
が
数
量
上
に
お
い
て
も
絶
対
優
勢
を
占
め

る
に
至
る
の
で
あ
り
、
こ
の
時
に
全
杜
会
は
封
建
杜
会
か
ら
資
本
主
義

杜
会
へ
の
過
渡
期
の
完
了
を
宣
告
す
る
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
基
本

的
経
済
法
則
が
こ
の
杜
会
の
唯
一
の
基
本
的
経
済
法
則
と
な
る
の
で
あ

る
。　

資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
期
に
お
け
る
基
本
的
経
済
法
則

の
地
位
の
改
変
過
程
は
二
つ
の
段
階
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
上

述
の
封
建
杜
会
か
ら
資
本
主
義
杜
会
へ
の
過
渡
期
に
お
け
る
が
如
き
第

一
段
階
の
状
況
が
な
い
。
何
と
な
れ
ば
杜
会
主
義
経
済
に
発
展
を
保
証

で
き
る
上
層
建
築
が
創
設
さ
れ
な
い
時
に
は
、
杜
会
主
義
的
な
経
済
は

根
本
的
に
生
成
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法

則
が
杜
会
主
義
経
済
の
生
成
に
つ
れ
て
作
用
し
始
め
る
時
、
そ
れ
は
全

杜
会
の
指
導
的
経
済
法
則
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
そ
れ
は
当
時
す
で
に

指
導
的
経
済
法
則
と
し
て
具
備
す
べ
き
二
つ
の
条
件
を
具
備
し
て
い
る



か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
一
九
四
九
年
に
わ
が
国
に
お
け
る
杜
会
主
　
　
　
　
９
　
ス
タ
ー
リ
ソ
「
ソ
同
盟
の
杜
会
主
義
経
済
臥
題
」
人
民
出
版
杜
版

義
経
済
成
分
の
全
国
民
経
済
に
お
け
る
比
重
は
極
め
て
小
さ
か
っ
た
け
　
　
　
　
０
０
　
「
学
習
」
　
「
申
国
の
遇
渡
期
に
お
け
る
経
済
法
則
の
問
題
に
関

れ
ど
も
、
し
か
し
当
時
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
が
す
で
に
わ
が
　
　
　
　
　
す
る
特
集
」
一
九
五
四
年
十
一
月
。

国
杜
会
経
済
の
指
導
的
法
則
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
指
導
作
用
、
漸
次
　
　
　
　
帥
　
同
上
。

拡
大
し
た
）
。
そ
れ
が
全
杜
会
の
基
本
的
経
済
法
則
と
称
さ
れ
得
る
に
　
　
　
　
陀
　
同
上
。

至
る
の
は
、
す
な
わ
ち
過
渡
期
が
終
了
す
る
時
期
に
達
す
る
の
は
、
杜
　
　
　
　
３
　
ス
タ
ー
リ
ソ
、
同
上
。

会
主
義
的
生
産
手
段
所
有
制
が
わ
が
国
唯
一
の
経
済
的
基
礎
と
な
っ
た
　
　
　
　
し
４
　
「
学
習
」
「
特
集
」
一
九
五
四
年
十
一
月
。

時
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肪
　
同
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
　
同
上
。

註
…
　
王
学
文
「
申
国
■
新
民
主
主
義
の
い
く
つ
か
の
経
済
法
則
」
　
「
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥
　
　
「
河
北
省
渉
県
寛
津
郷
に
お
い
て
行
つ
た
階
級
政
策
の
情
況
調

　
　
建
設
」
一
九
五
三
年
十
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
査
」
一
九
五
五
年
一
月
二
十
三
日
「
人
民
日
報
」
。

　
似
　
王
学
文
「
申
国
の
過
渡
期
に
お
げ
る
経
済
法
則
の
若
干
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
　
「
清
苑
県
の
互
助
合
作
組
織
は
ど
の
よ
う
に
商
業
を
経
営
す
る

　
　
に
つ
い
て
」
　
「
新
建
設
」
一
九
五
四
年
十
二
月
号
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
」
一
月
二
十
三
日
「
人
民
日
報
」
。

　
側
　
王
学
文
「
申
国
の
過
渡
期
に
お
け
る
経
済
法
則
の
若
干
の
問
題

　
　
に
っ
い
て
」
　
「
新
建
設
」
一
九
五
五
年
二
月
号
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胆
　
ス
タ
ー
リ
ソ
「
農
村
に
お
け
る
工
作
を
論
ず
」
　
「
レ
ー
ニ
ソ
主

　
４
－
　
同
上
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
」
人
民
出
版
杜
版
。

　
５
　
王
学
文
「
新
建
設
」
一
九
五
三
年
十
月
号
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
Ｏ
　
徐
禾
「
申
国
の
過
渡
期
に
お
け
る
経
済
領
域
内
の
基
本
的
経
済

　
６
　
同
上
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
則
の
間
題
に
つ
い
て
」
　
「
学
習
」
　
一
九
五
四
年
、
第
九
期
。

　
７
　
「
学
習
」
一
九
五
四
年
、
第
十
一
期
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
カ
　
一
九
五
五
隼
一
月
三
十
日
「
人
民
日
報
」
杜
編
「
農
村
党
の
基

８
　
王
学
文
「
学
習
」
同
上
。
　
「
新
建
設
」
一
九
五
五
年
二
月
号
。
　
　
　
　
　
層
は
農
業
生
産
合
作
社
に
対
す
る
指
導
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
」

　
　
荘
鴻
湘
「
申
国
の
過
渡
期
に
お
け
る
客
観
的
経
済
法
則
に
関
す
る
若
干
の
意
見
」
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
二
一
一
　
（
九
一
七
）

○




